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及
す
る
ま
で
の
間
は
、
し
尿
な

ど
の
収
集
体
制
を
維
持
す
る
必

要
が
あ
り
、
事
業
者
の
業
務
の

安
定
を
図
る
こ
と
も
必
要
で

す
。「

下
水
道
の
整
備
等
に
伴
う

一
般
廃
棄
物
処
理
業
等
の
合
理

化
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」

（
合
特
法
）
に
よ
り
、
行
政
は
、

「
合
理
化
事
業
計
画
」
を
作
成

し
、
事
業
の
縮
小
や
廃
止
を
余

儀
な
く
さ
れ
る
く
み
取
り
事
業

者
が
、
段
階
的
に
、
事
業
の
転

換
・
経
営
の
近
代
化
・
規
模
の

適
正
化
な
ど
を
進
め
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
支
援
を
行
う
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
旧
伊
勢
市
の
地
域

を
対
象
と
す
る
「
合
理
化
事
業

計
画
」
を
作
成
す
る
に
当
た
り
、

く
み
取
り
量
の
減
少
に
よ
り
事

業
者
が
受
け
る
影
響
の
程
度
を

把
握
し
、
こ
れ
か
ら
の
収
集
体

制
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
く
み
取
り
事
業
者
の
営
業

担
当
区
域
（
下
表
参
照
）
を
定

め
ま
し
た
。

7
月
1
日
か
ら
、
こ
の
営
業

担
当
区
域
に
従
い
、
計
画
的
・

効
率
的
な
業
務
を
実
施
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

営
業
担
当
区
域
割
り
の
実
施

現
在
、
市
で
は
、
水
質
保
全

と
居
住
環
境
の
改
善
を
目
的
と

し
て
、
下
水
道
整
備
を
計
画
的

に
進
め
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
下
水
道
が
普
及
す

る
に
つ
れ
、
し
尿
や
浄
化
槽
汚

泥
の
く
み
取
り
量
は
減
少
し
て

い
き
ま
す
。

こ
の
た
め
、
く
み
取
り
事
業

者
の
業
務
量
が
減
少
し
、
料
金

が
高
く
な
り
、
皆
さ
ん
の
負
担

が
増
え
て
し
ま
っ
た
り
、
事
業

者
が
事
業
の
縮
小
や
廃
業
を
余

儀
な
く
さ
れ
、
収
集
体
制
が
確

保
で
き
な
く
な
る
と
い
っ
た
こ

と
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
問
題
に
対
し
て

は
、
く
み
取
り
事
業
者
が
経
営

努
力
を
行
い
、
対
処
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
が
、
下
水
道
が
普

旧
伊
旧
伊
勢
市
地
域
地
域
を
対
象
対
象
に
 

 く
み
取
り
事
業
者

事
業
者
の
 

営
業
担
当
区
域

営
業
担
当
区
域
を
指
定
指
定
 

旧
伊
旧
伊
勢
市
地
域
地
域
を
対
象
対
象
に
 

 く
み
取
り
事
業
者

事
業
者
の
 

営
業
担
当
区
域

営
業
担
当
区
域
を
指
定
指
定
 

旧
伊
勢
市
地
域
を
対
象
に
 

 く
み
取
り
事
業
者
の
 

営
業
担
当
区
域
を
指
定
 

7
月

1
日
か
ら
 

環
境
課
（
　
　
5
5
4
0
）
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営業担当区域指定表（旧伊勢市） 

※201人槽以上の浄化槽は、営業担当区域指定の対象外です。いずれの許可事業者に依頼していただいても構いません。 

許 可 事 業 者  営　　業　　担　　当　　区　　域 

伊勢市清掃株式会社 

通町605 
　　414122 

中之町、中村町桜ヶ丘、古市町、久世戸町、倭町、尾上町、岡本2丁目～3丁目、
河崎1丁目～3丁目、船江1丁目～4丁目、一之木1丁目～5丁目、一志町、八日市場町、
大世古1丁目～4丁目、曽祢1丁目～2丁目、二俣町、二俣1丁目～4丁目、宮川1 
丁目～2丁目、神田久志本町、神久1丁目～6丁目、黒瀬町、通町、一色町、田尻町、
楠部町、一宇田町、朝熊町、鹿海町 

岡本町、岡本1丁目、岩渕町、岩渕１丁目～3丁目、吹上1丁目～2丁目、本町、
常磐町、常磐1丁目～3丁目、浦口町、浦口1丁目～4丁目、神社港、竹ケ鼻町、
小木町、下野町、有滝町、村松町、東大淀町、柏町、野村町、上地町、粟野町、
中須町、川端町 

宇治館町、宇治今在家町、宇治中之切町、宇治浦田町、宇治浦田1丁目～3丁目、
桜木町、豊川町、宮後町、宮後1丁目～3丁目、宮町1丁目～2丁目、辻久留町、
辻久留1丁目～3丁目、中島1丁目～2丁目、勢田町、藤里町、旭町、前山町、
大倉町、佐八町、津村町、中村町 

馬瀬町、大湊町、西豊浜町、植山町、磯町、東豊浜町、樫原町、上野町、円座町、
神薗町、横輪町、矢持町 

 
常磐１丁目6-20 
　　311524 

山田清掃有限会社 

22 

 
中島2丁目8-2 
　　1599

有限会社近代清掃 

 
大湊町201 
　　221236 

中南勢清掃有限会社 
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そ
の
ほ
か
の
地
域

二
見
町

す
で
に
営
業
担
当
区
域
が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

小
俣
町

今
後
、
営
業
担
当
区
域
割
り

を
実
施
す
る
よ
う
、
協
議
を

進
め
て
い
ま
す
。

御
薗
町

く
み
取
り
の
許
可
事
業
者
が

1
社
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ

な
ぜ
営
業
担
当
区
域
割
り

を
実
施
す
る
の
？

Ａ

営
業
担
当
区
域
を
固
定
す

る
こ
と
で
、
下
水
道
へ
の
接
続

件
数
か
ら
、
く
み
取
り
事
業
者

の
業
務
の
減
少
量
を
的
確
に
把

握
す
る
こ
と
が
で
き
、
減
少
量

に
応
じ
た
合
理
化
事
業
計
画
を

作
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
区
域
で
、

担
当
の
事
業
者
が
、
将
来
に
わ

た
り
、
継
続
し
て
収
集
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

Ｑ

な
ぜ
合
理
化
事
業
計
画
を

作
成
す
る
の
？

Ａ

し
尿
や
浄
化
槽
汚
泥
は
、

ご
み
と
同
じ
一
般
廃
棄
物
で
あ

る
た
め
、
こ
れ
ら
の
収
集
・
運

搬
・
処
理
は
、
市
が
行
う
こ
と

と
な
っ
て
お
り
、
市
の
許
可
を

受
け
た
く
み
取
り
事
業
者
が
代

行
し
て
い
ま
す
。

下
水
道
の
普
及
に
よ
り
、
く

み
取
り
事
業
者
の
業
務
量
が
減

少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
合
特

法
に
基
づ
き
、
市
は
代
替
業
務

の
提
供
な
ど
の
支
援
を
行
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
し
尿
や
浄
化
槽
汚
泥

を
継
続
的
に
適
正
処
理
し
て
い

く
た
め
に
は
、
段
階
的
・
計
画

的
に
事
業
の
合
理
化
を
進
め
る

必
要
が
あ
る
た
め
、
合
理
化
事

業
計
画
を
作
成
し
、
業
務
の
減

少
量
に
応
じ
た
事
業
の
転
換
な

ど
を
図
り
ま
す
。

Ｑ

市
民
は
ど
う
す
れ
ば
い
い

の
？

Ａ

し
尿
や
浄
化
槽
汚
泥
の
く

み
取
り
を
依
頼
す
る
と
き
は
、

住
所
地
ま
た
は
事
業
所
の
所
在

地
の
担
当
事
業
者
に
直
接
依
頼

し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
2
0
1
人
槽
以
上

の
浄
化
槽
は
除
き
ま
す
。

Ｑ

仮
設
ト
イ
レ
は
、
営
業
担

当
区
域
割
り
の
対
象
に
な
る

の
？

Ａ

対
象
に
な
り
ま
す
。
設
置

す
る
所
在
地
の
担
当
事
業
者
に

直
接
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ

浄
化
槽
の
保
守
点
検
も
担

当
事
業
者
に
依
頼
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
？

Ａ

営
業
担
当
区
域
割
り
の
対

象
業
務
は
、
し
尿
と
浄
化
槽
汚

泥
の
く
み
取
り
の
み
で
す
。

浄
化
槽
の
保
守
点
検
は
、
営

業
担
当
区
域
割
り
の
対
象
業
務

で
は
な
い
た
め
、
従
来
ど
お
り
、

浄
化
槽
保
守
点
検
登
録
業
者
に

依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

下野 

宮川浄化センター 宮川浄化センター 

大湊地区 
コミュニティ 
センター 

大湊地区 
コミュニティ 
センター 

大湊支所 
（6月29日（金）まで） 
大湊支所 
（6月29日（金）まで） 

工場団地 

市
民
参
画
交
流
課
（
　
　
5
5
4
9
）
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昨
年
度
か
ら
建
設
を
行
っ
て

き
た
大
湊
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
ま
し
た
。
 

　
大
湊
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
に
は
、
大
湊
支
所
や
地

域
の
皆
さ
ん
が
多
目
的
に
利
用

で
き
る
会
議
室
や
図
書
室
が
あ

り
ま
す
。
 

　
ま
た
、
津
波
が
発
生
し
た
と

き
の
一
時
避
難
施
設
と
な
る
よ

う
、
屋
上
を
設
け
て
い
ま
す
。
 

 大湊支所は 

 大湊地区コミュニティセンターへ移転 

　大湊支所は、７月２日（月）から、新しく完成 

した大湊地区コミュニティセンターへ移転し 

ます。 

所在地　 
大湊町98－５ 
　　 453436

営
業
担
当
区
域
割
り 

＆ 

Q

A
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◆
70
歳
未
満
の
国
民
健
康
保
険

加
入
者

入
院
時
に
医
療
機
関
で
「
限

度
額
適
用
認
定
証
」
を
提
示
す

る
と
、
医
療
費
負
担
が
自
己
負

担
限
度
額
ま
で
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
住
民
税
非
課
税
世
帯

の
人
は
、
入
院
時
に
医
療
機
関

で
「
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

を
提
示
す
る
と
、
食
事
代
も
減

額
さ
れ
ま
す
。（
表
①
参
照
）

◆
老
人
保
健
医
療
受
給
者
ま
た

は
70
歳
以
上
の
国
民
健
康
保
険

加
入
者

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
は
、

入
院
時
に
医
療
機
関
で
「
限
度

額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

定
証
」
を
提
示
す
る
と
、
医
療

費
の
自
己
負
担
限
度
額
・
食
事

代
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

（
表
②
参
照
）

年
齢
・
課
税
状
況
・

保
険
料
の
納
付
状
況
に

よ
り
、
取
得
で
き
る
認

定
証
が
異
な
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
医
療
保

険
課
へ
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

認
定
証
の
交
付
手
続
き

■
既
に
認
定
証
の
交
付
を
受
け

て
い
る
人

◆
70
歳
未
満
の
国
民
健
康
保
険

加
入
者

現
在
の
認
定
証
の
有
効
期
限

は
、
７
月
31
日
（火）
で
す
。
引
き

続
き
、
認
定
証
が
必
要
な
人
は
、

改
め
て
交
付
申
請
を
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

健
康
保
険
証
・
印
鑑
を
持
参

し
、
医
療
保
険
課
ま
た
は
各
総

合
支
所
生
活
環
境
課
で
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
る
場

合
、
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

を
更
新
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
た
だ
し
、
住
民
税
非
課
税

世
帯
の
人
は
、
「
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
」
を
更
新
す
る
こ

と
は
で
き
ま
す
。

◆
老
人
保
健
医
療
受
給
者
ま
た

は
70
歳
以
上
の
国
民
健
康
保
険

加
入
者

引
き
続
き
、
認
定
証
の
交
付

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人
に

は
、
７
月
下
旬
に
新
し
い
認
定

証
を
送
付
し
ま
す
。

■
認
定
証
の
交
付
を
受
け
て
い

な
い
人

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
人
は
、

健
康
保
険
証
・
老
人
保
健
医
療

受
給
者
証
（
該
当
者
の
み
）・
印

鑑
を
持
参
し
、
医
療
保
険
課
ま

た
は
各
総
合
支
所
生
活
環
境
課

で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

現
在
お
持
ち
の
受
療
証
の
有

効
期
限
は
、
７
月
31
日
（火）
で
す
。

７
月
下
旬
に
新
し
い
受
療
証
を

送
付
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

…
医
療
保
険
課
国
民
健
康
保
険
給
付
係

（
1
@1
５
６
４
６
）

老
人
保
健
医
療
に
つ
い
て

…
医
療
保
険
課
福
祉
医
療
係

（
1
@1
５
５
５
２
）

受
給
者
証
な
ど

受
給
者
証
な
ど
の
更
新
が

更
新
が 

受
給
者
証
な
ど

受
給
者
証
な
ど
の
更
新
が

更
新
が 

受
給
者
証
な
ど
の
更
新
が 

近
づ
近
づ
い
て
い
ま
す 

近
づ
近
づ
い
て
い
ま
す 

近
づ
い
て
い
ま
す 

国
民
健
康
保
険

国
民
健
康
保
険 

老
人
保
健
医
療

老
人
保
健
医
療 

国
民
健
康
保
険

国
民
健
康
保
険 

老
人
保
健
医
療

老
人
保
健
医
療 

国
民
健
康
保
険 

老
人
保
健
医
療 

入
院
時
食
事
代
・
医
療
費
の

減
額

表②　老人保健医療受給者または70歳以上の国民健康保険加入者 

210円 

160円 

100円 

90日までの入院 

90日を超える入院 
区分Ⅱ 

住民税 

非課税 

世帯 区分Ⅰ 

210円 

160円 

100円 

24,600円 
 

15,000円 

210円
 

 

130円 

医療費の 
自己負担 
限度額 
（月額） 

入院時食事代（１食につき） 

療養病床 

一般病床 入院の 
必要性が 
高い場合 

区分Ⅰ：世帯員全員が住民税非課税で、その世帯員の各所得が、必要経費・控除額
を差し引いたときに０円となる人 

区分Ⅱ：世帯員全員が住民税非課税の人 

表①　70歳未満の国民健康保険加入者 

入院時食事代（１食につき） 

90日までの入院 210円 住民税 

非課税 

世帯 90日を超える入院 160円 

国
民
健
康
保
険

特
定
疾
病
療
養
受
療
証
の
更
新
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け
、
病
気
の
早
期
発
見
・
早

期
治
療
を
心
掛
け
る

国
民
健
康
保
険
加
入
者
は
、

70
歳
に
な
る
誕
生
日
の
翌
月
１

日
（
誕
生
日
が
１
日
の
人
は
そ

の
月
）か
ら
、医
療
機
関
で
受
診

す
る
場
合
、
前
年
分
（
１
月
１

日
〜
７
月
31
日
は
前
々
年
分
）

の
所
得
状
況
に
応
じ
、
医
療
費

の
負
担
割
合
が
１
割
ま
た
は
３

割
に
な
り
ま
す
。（
表
③
参
照
）

た
だ
し
、
同
世
帯
の
高
齢
者

の
国
民
健
康
保
険
加
入
状
況
に

異
動
が
あ
る
と
き
や
、
所
得
状

況
に
更
正
が
あ
る
と
き
は
、
負

担
割
合
が
変
更
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

現
在
お
持
ち
の
高
齢
受
給
者

証
の
有
効
期
限
は
、
７
月
31
日

（火）
で
す
。

８
月
１
日
（水）
か
ら
使
用
で
き

る
新
し
い
高
齢
受
給
者
証
は
、

平
成
19
年
度
（
平
成
18
年
中
）

所
得
を
確
認
し
た
上
で
、
７
月

下
旬
に
送
付
し
ま
す
。

老
人
保
健
医
療
受
給
者
は
、

医
療
機
関
で
、
健
康
保
険
証
・

健
康
手
帳
と
一
緒
に
老
人
保
健

医
療
受
給
者
証
（
以
下
、
受
給

者
証
）
を
提
示
し
、
医
療
費
の

１
割
ま
た
は
３
割
の
負
担
を
し

て
い
ま
す
。

こ
の
医
療
費
の
一
部
負
担
割

合
は
、
住
民
税
の
課
税
所
得
に

よ
り
判
定
し
ま
す
。

判
定
の
結
果
、
一
部
負
担
割

合
が
変
更
と
な
る
人
に
は
、
７

月
下
旬
に
新
し
い
受
給
者
証
を

送
付
し
ま
す
。

８
月
１
日
（水）
以
降
に
医
療
機

関
な
ど
で
受
診
す
る
と
き
は
、

必
ず
新
し
い
受
給
者
証
を
提
示

し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
一
部
負
担
割
合
が
変

更
と
な
ら
な
い
人
は
、
現
在
の

受
給
者
証
を
引
き
続
き
使
用
し

て
く
だ
さ
い
。

老
人
保
健
医
療
受
給
者
の
要
件

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

昭
和
７
年
９
月
30
日
以
前
に
生

ま
れ
た
人
ま
た
は
65
歳
以
上
で

一
定
の
障
が
い
が
あ
る
人
。

医
療
費
の
負
担
割
合

医
療
費
が
３
割
負
担
と
な
る

の
は
、
70
歳
以
上
の
人
ま
た
は

老
人
保
健
で
医
療
を
受
け
る
人

の
う
ち
、
同
世
帯
に
１
人
で
も

一
定
の
所
得
（
住
民
税
の
課
税

所
得
が
１
４
５
万
円
）
以
上
の

人
が
い
る
場
合
で
す
。

こ
の
要
件
に
該
当
し
な
い
人

は
、
１
割
負
担
と
な
り
ま
す
。

※
一
定
の
所
得
以
上
の
人
が
い

る
場
合
で
も
、
同
世
帯
の
70
歳

以
上
の
人
お
よ
び
老
人
保
健
で

医
療
を
受
け
る
人
の
収
入
の
合

計
が
、
２
人
以
上
の
場
合
は
５

２
０
万
円
未
満
、
１
人
の
場
合

は
３
８
３
万
円
未
満
の
人
が
申

請
し
、
認
め
ら
れ
た
場
合
は
、

１
割
負
担
と
な
り
ま
す
。

上
手
な
受
診
で

医
療
費
を
有
効
に

老
人
保
健
医
療
制
度
は
、
高

齢
者
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
国
民

み
ん
な
で
医
療
費
を
出
し
合
う

制
度
で
す
。

大
切
な
医
療
費
を
有
効
に
使

う
た
め
、
日
ご
ろ
か
ら
、
次
の

よ
う
な
上
手
な
受
診
と
健
康
づ

く
り
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

・
重
複
受
診
は
避
け
る

・
緊
急
の
場
合
以
外
は
診
療
時

間
内
に
受
診
す
る

・
か
か
り
つ
け
医
を
持
つ

・
薬
は
医
師
の
指
示
に
従
っ
て

飲
む

・
定
期
的
に
健
康
診
断
を
受

老
人
保
健
医
療
受
給
者
証
の

送
付

高
齢
受
給
者
証
の
更
新

伊勢市の老人保健医療費の推移 

平成16年度 

年間医療費総額 

受給者数 

受給者1人あたりの 
年間医療費 

118億5,321万2千円 

18,634人 

636,107円 

平成17年度 

120億8,217万4千円 

17,733人 

681,338円 

平成18年度 

114億4,077万1千円 

16,822人 

680,108円 

※平成16年度は旧４市町村を合わせた数字、平成17年度は旧４市町村（4月～10
月分）と新市（11月～３月分）とを合わせた数字です。 

表③　高齢受給者負担割合判定基準 

同世帯の高齢者※の収入金額 住民税の課税所得 

145万円以上 

145万円未満 

520万円未満 
高齢者が一人の世 
帯は383万円未満 

３割 
（申請により１割）

520万円以上 
高齢者が一人の世 
帯は383万円以上 

３割 

１割 

負担割合 

※同世帯の高齢者とは、同じ世帯の国民健康保険加入者で、70歳以上 
の人または老人医療の障害認定を受けている65歳以上の人です。 
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市
で
は
、
地
方
分
権
時
代
に

対
応
で
き
る
自
立
し
た
自
治
体

を
目
指
し
、
平
成
18
年
度
に

「
伊
勢
市
行
財
政
改
革
大
綱
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
大
綱
に
基
づ
い
て
作
成

し
た
実
施
計
画
に
よ
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
行
財
政
改
革
の
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
こ
の
行
財
政
改
革

の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

行
財
政
改
革
の
実
施
計
画
は
、

「
自
立
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、

3
つ
の
柱
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。そ

れ
ぞ
れ
の
柱
に
掲
げ
て
あ

る
取
り
組
み
の
う
ち
、
主
な
も

の
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
歳
入
確
保

市
税
な
ど
の
自
主
納
付
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
口
座
振

替
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

で
の
納
付
取
り
扱
い
な
ど
に
よ

り
納
税
環
境
の
整
備
に
努
め
ま

す
。ま

た
、
市
の
封
筒
や
広
報
紙

に
広
告
を
掲
載
し
て
広
告
収
入

を
得
る
た
め
の
検
討
を
し
て
い

ま
す
。

◆
歳
出
削
減

時
間
外
勤
務
手
当
の
削
減
な

ど
に
よ
り
、
人
件
費
の
削
減
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
（
平
成
18

年
度
の
時
間
外
勤
務
時
間
は
前

年
度
比
で
11
％
削
減
し
ま
し

た
）ま

た
、
保
育
所
の
統
廃
合
を

行
い
、
「
き
ら
ら
館
」
を
新
設

し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
市
史
編
さ
ん
事
業

や
環
境
管
理
シ
ス
テ
ム
（
Ｉ
Ｓ

Ｏ
1
4
0
0
1
）
な
ど
、
各
種

事
務
事
業
に
つ
い
て
も
見
直
し

を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
機
構
再
編

市
民
に
分
か
り
や
す
く
、
職

員
が
仕
事
を
し
や
す
い
組
織
に

す
る
た
め
、
平
成
19
年
4
月
に

市
の
組
織
を
再
編
し
ま
し
た
。

◆
定
員
削
減

職
員
数
を
計
画
的
に
削
減
す

る
た
め
、
定
員
管
理
計
画
を
策

定
し
ま
し
た
。

平
成
18
年
度
か
ら
の
5
年
間

で
、
職
員
数
を
約
１
０
０
人
削

減
し
ま
す
。
（
平
成
18
年
4
月

１
日
〜
平
成
19
年
4
月
１
日
で

57
人
削
減
し
ま
し
た
）

◆
職
員
育
成

能
力
や
改
善
意
識
の
高
い
職

員
を
育
成
す
る
た
め
、
事
業
創

造
制
度
や
業
務
改
善
制
度
な
ど

の
人
材
育
成
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◆
情
報
提
供
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

行
政
情
報
を
住
民
と
共
有
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
行
政
情
報

を
積
極
的
に
提
供
す
る
た
め
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
を
進
め

て
い
ま
す
。

◆
地
域
懇
談
会

市
内
の
各
小
学
校
で
、「
地
域

の
『
わ
』
懇
談
会
」
を
開
催
し
、

住
民
の
皆
さ
ん
と
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

こ
の
行
財
政
改
革
の
取
り
組

み
状
況
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

t
t
p
:

/
/
w
w
w
.c
ity
.is
e
.m
ie
.jp

）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

今
後
、
実
施
計
画
の
進
行
管

理
を
し
て
い
く
と
と
も
に
、
行

政
改
革
推
進
委
員
会
や
市
議
会
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見

を
も
と
に
、
さ
ら
な
る
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

行 財 政 改 　 の  

取り組み状況 

行 財 政 改 　 の  行 財 政 改 　 の 行 財 政 改 　 の 

取り組み状況 取り組み状況 行政経営課（　　 5539） 21 

財
政
健
全
化

〜
財
政
的
な
「
自
立
」
〜

市
役
所
改
革

〜
組
織
と
し
て
の
「
自
立
」
〜

市
民
力
活
性
化

〜
「
自
立
」
し
た
地
域
〜

「
自
立
」
を 

　
　
　
　
　
目
　
目
指
し
て 

「
自
立
」
を 

　
　
　
　
　
目
　
目
指
し
て 

「
自
立
」
を 

　
　
　
目
指
し
て 



7 平成19年7月号

ポピーの花が咲き誇りましたにぎわう二見浦

二見浦旅館街の夕刻のひとときは、修学旅行の児童

らが土産物を買うために街に繰り出し、にぎわいを見

せています。

この日は、県外から17校・約1,300人の児童が訪れ

ました。例年、４月～６月の期間には、関西圏を中心に、

およそ280校・

2万2,000人の

修学旅行生が、

夫婦岩や旅館

街の街並みな

どを訪れます。

県道玉川小俣線から県営大仏山公園にかけての通り

沿いが、満開のポピーの花で一色に染まりました。

これは、市が毎年実施する農地維持促進事業により

休耕地に植えられたもので、初夏にはポピーが、秋に

はコスモスが満開になります。

近くには農

産物直売所「サ

ンファームお

ばた」もあり、

買い物のつい

でにご覧いた

だいてはいか

がでしょうか。

御薗町内一斉清掃を実施

外城田川の清掃活動が小俣町内で行われました。

この清掃活動は、親しみのある川をいつまでもきれ

いにしていこうと、外城田川沿線の自治区・事業所・

市民の協働により、年２回、ボランティア活動として

行われています。

この日は天

候に恵まれ、

約600人が堤

防の草刈りや

ごみ拾いに汗

を流しました。

ご協力あり

がとうござい

ました。

5
27 外城田川清掃が行われました5

27

5
24

5
23

自分たちのまちをきれいにしようと「御薗町内一斉

清掃」が実施されました。

この日は、各地区から参加した約700人が、道路や

排水路などに捨てられた燃えるごみ・空き缶・びん・

ペットボトルなどを分別して拾い集め、約２トンのご

みが回収され

ました。

ご協力あり

がとうござい

ました。

防災タウンウォッチング

今年も、伊勢の夏の風物詩「高柳の夜店」が高柳商

店街で開催されています。

初日となったこの日は、多くの若者や家族連れなど

で熱気にあふれ、オープニングやお木曳の奉曳団によ

る手踊りなどが行われ、会場を盛り上げました。

なお、夜店

は、７月８日

（日）までの期

間の１・３・

６・８の付く

日と毎週土曜

日に開催され

ます。

5
27 よってみやんせ・高柳の夜店6

1

近い将来、発生が懸念されている東海地震、東南

海・南海地震に備えるため、有滝町内において、タウ

ンウォッチング（まち歩き）を行いました。

この日は、町の中の危険な個所や災害時に役立ちそ

うなポイントをチェックし、安全な避難路などの検討

を行いました。

あなたのま

ちでも地震に

備え、タウンウ

ォッチングを

行いませんか。

問い合わせ先：

危機管理課

（1@15523）

まちの話題



平成19年7月号 8

◆
今
後
30
年
以
内
に
地
震
が
発

生
す
る
確
率

・
東
海
地
震
…
87
％

・
東
南
海
地
震
…
60
％
〜
70
％

・
南
海
地
震
…
50
％

（
地
震
調
査
委
員
会
に
よ
る
予
測
）

ま
た
、
過
去
の
発
生
例
や
研

究
か
ら
、
３
つ
の
地
震
が
連
動

し
て
発
生
す
る
可
能
性
も
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
地

震
が
同
時
に
発
生
す
る
と
、
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
8.7
の
巨
大
地
震

と
な
り
、
伊
勢
市
で
は
、
最
大

震
度
６
強
の
揺
れ
が
想
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
地
震
は
、
強
い
揺

れ
が
長
時
間
続
き
、
大
き
な
津

波
が
短
時
間
で
襲
っ
て
く
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

巨
大
地
震
は
い
つ
か
必
ず
発

生
し
ま
す
。ま
た
、突
然
や
っ
て

き
ま
す
。
で
き
る
備
え
は
、
今

か
ら
す
ぐ
に
始
め
ま
し
ょ
う
！

こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
地
震

に
対
す
る
知
識
や
備
え
な
ど
を

紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
家
庭
や

地
域
に
お
け
る
防
災
対
策
に
、

ぜ
ひ
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

東
海
〜
紀
伊
半
島
〜
四
国
の

太
平
洋
側
で
は
、
し
ば
し
ば
海

溝
型
巨
大
地
震
が
発
生
し
、
こ

の
地
方
に
大
き
な
被
害
を
も
た

ら
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
地
震
は
、
「
東
海

地
震
」「
東
南
海
地
震
」「
南
海

地
震
」
の
３
つ
の
巨
大
地
震
に

分
類
さ
れ
、
歴
史
的
に
１
０
０

年
〜
１
５
０
年
間
隔
で
繰
り
返

し
発
生
し
て
い
ま
す
。

る 

知 

る 

知 

備 

え 

る 

備 

え 

る 行
動 

す 

る 

行
動 

す 

る 

シ
リ
ー
ズ
防
災

シ
リ
ー
ズ
防
災 

シ
リ
ー
ズ
防
災 

３
つ
の
巨
大
地
震

レ
ジ
袋
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う

ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
で
買

い
物
を
す
る
と
、
レ
ジ
袋
を
も

ら
う
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
は
、
全
国
で
ど
れ
く

ら
い
の
レ
ジ
袋
が
使
用
さ
れ
て

い
る
か
ご
存
知
で
す
か
。

国
内
で
使
用
さ
れ
て
い
る
レ

ジ
袋
を
枚
数
で
見
る
と
、
大
き

な
レ
ジ
袋
で
年
間
約
３
０
０
億

枚
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
、
１
人
に
つ
き
年
間
約
３
０

０
枚
、
１
日
約
１
枚
は
レ
ジ
袋

を
も
ら
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

こ
れ
だ
け
の
レ
ジ
袋
を
作
る

た
め
に
は
、
日
本
の
原
油
輸
入

量
の
約
１
日
分
が
必
要
で
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

レ
ジ
袋
の
利
用
量
削
減
は
、

地
球
温
暖
化
防
止
・
ご
み
の
減

量
・
原
油
使
用
量
の
減
量
な
ど

に
つ
な
が
り
ま
す
。

買
い
物
の
際
に
は
、
マ
イ
バ

ッ
グ
な
ど
を
持
参
し
、
レ
ジ
袋

の
減
量
に
協
力
し
て
く
だ
さ
い
。

７
月
か
ら

大
湊
資
源
回
収
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

を
開
設

設
置
場
所

大
湊
地
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
内（
大

湊
町
98
│
５
）

持
ち
込
み
で
き
る
物

新
聞
、

雑
誌
類
、
段
ボ
ー
ル
、
紙
パ
ッ

ク
、
綿
製
品
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
容
器
包
装
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、

資
源
び
ん
、
ガ
ラ
ス
類
、
陶
磁

器
類
、
乾
電
池
、
蛍
光
管

※
燃
え
る
ご
み
、
金
属
そ
の
他
、

粗
大
ご
み
、
事
業
活
動
か
ら
生

じ
た
ご
み
は
、
持
ち
込
む
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

※
受
け
入
れ
日
時
に
つ
い
て
は
、

資
源
循
環
課
へ
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

資
源
回
収
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

網
袋
を
持
ち
帰
ら
な
い
で
！

旧
伊
勢
市
内
の
資
源
回
収
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
設
置
し
て
い
る

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
と
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
容
器
包
装
の
回
収
用
網
袋

を
、
自
宅
な
ど
へ
持
ち
帰
る
事

例
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

ほ
か
の
利
用
者
の
迷
惑
に
な

り
ま
す
の
で
、
ル
ー
ル
を
守
っ

て
ご
み
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

花
火
大
会
の
翌
日
は
早
朝
清
掃

伊
勢
神
宮
奉
納
全
国
花
火
大

会
の
翌
日
に
、
宮
川
堤
公
園
の

早
朝
清
掃
を
実
施
し
ま
す
。
皆

さ
ん
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

と
き

７
月
15
日
（日）
（
花
火
大

会
が
延
期
さ
れ
た
場
合
は
そ
の

翌
日
）、
午
前
６
時
〜
（
集
合
は

午
前
５
時
55
分
）

集
合
場
所

度
会
橋
の
下

ご
み
ゼ
ロ
の
ま
ち

ご
み
ゼ
ロ
の
ま
ち 
ご
み
ゼ
ロ
の
ま
ち

ご
み
ゼ
ロ
の
ま
ち 
ご
み
ゼ
ロ
の
ま
ち 

め
ざ
せ
！

め
ざ
せ
！ 
め
ざ
せ
！

め
ざ
せ
！ 
め
ざ
せ
！ 

昨年の早朝清掃の様子

資
源
循
環
課
（
1
@1
５
５
４
３
）

危
機
管
理
課
（
1
@1
５
５
２
３
）

危
機
管
理
課
（
1
@1
５
５
２
３
）

危
機
管
理
課
（
1
@1
５
５
２
３
）

危
機
管
理
課
（
1
@1
５
５
２
３
）

危
機
管
理
課
（
1
@1
５
５
２
３
）

危
機
管
理
課
（
1
@1
５
５
２
３
）

危
機
管
理
課
（
1
@1
５
５
２
３
）

危
機
管
理
課
（
1
@1
５
５
２
３
）

危
機
管
理
課
（
1
@1
５
５
２
３
）

危
機
管
理
課
（
1
@1
５
５
２
３
）

危
機
管
理
課
（
1
@1
５
５
２
３
）

危
機
管
理
課
（
1
@1
５
５
２
３
）

危
機
管
理
課
（
1
@1
５
５
２
３
）

危
機
管
理
課
（
1
@1
５
５
２
３
）

危
機
管
理
課
（
1
@1
５
５
２
３
）

危
機
管
理
課
（
1
@1
５
５
２
３
）

危
機
管
理
課
（
1
@1
５
５
２
３
）
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植
木
徹
誠
は
、
昭
和
10
年
、

朝
熊
町
三
宝
寺
の
住
職
と
し
て

一
家
で
移
住
し
て
き
ま
し
た
。

彼
は
、「〝
自
分
は
部
落
出
身

で
は
な
い
〞と
思
う
こ
と
が
、
す

で
に
相
手
を
差
別
し
て
い
る
」

と
語
り
、
水
平
社
運
動
に
参
加

し
、
差
別
撤
廃
運
動
の
指
導
者

の
一
人
と
し
て
奔
走
し
ま
し
た
。

ま
た
、
戦
争
の
気
運
が
高
ま

っ
て
い
る
時
代
に
、「
戦
争
は
集

団
殺
人
だ
、
殺
し
合
い
だ
」
と

説
き
、
地
域
の
青
年
た
ち
が
出

征
の
前
に
お
寺
に
あ
い
さ
つ
に

来
る
と
「
ひ
き
ょ
う
と
言
わ
れ

て
も
生
き
て
帰
っ
て
来
い
。
で

き
る
限
り
相
手
も
殺
す
な
」
と

言
っ
て
送
り
出
し
ま
し
た
。「
粉

わ
か
っ
ち
ゃ
い
る
け
ど
…

骨
砕
身
、
お
国
の
た
め
に
ご
奉

公
を
」
な
ど
と
励
ま
す
の
が
当

た
り
前
だ
っ
た
時
代
に
、
ど
れ

だ
け
勇
気
が
い
る
発
言
で
あ
っ

た
か
、
想
像
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
思
い
ま
す
。

昭
和
13
年
、
徹
誠
は
、
危
険

思
想
の
持
ち
主
と
し
て
治
安
維

持
法
違
反
で
検
挙
さ
れ
ま
す
。

そ
の
彼
が
待
つ
監
獄
に
、
弁
当

を
運
ん
で
い
た
の
が
、
当
時
小

学
生
だ
っ
た
息
子
、
後
に
芸
能

人
と
な
る
植
木
等
で
し
た
。

「
人
類
み
な
平
等
」の
思
想
か

ら
、「
等
」と
命
名
さ
れ
た
彼
は
、

東
京
で
仏
教
を
学
び
な
が
ら
、

ク
ラ
ブ
活
動
の
ギ
タ
ー
演
奏
を

き
っ
か
け
に
、「
坊
さ
ん
は
死
人

を
供
養
す
る
、
お
れ
は
生
き
て

い
る
人
間
を
楽
し
ま
せ
た
い
」

と
、
芸
能
界
へ
入
り
ま
す
。
戦

後
復
興
を
経
て
、
高
度
経
済
成

長
真
っ
た
だ
中
の
こ
ろ
で
し
た
。

彼
を
一
躍
有
名
に
し
た
の
は
、

歌
謡
曲
「
ス
ー
ダ
ラ
節
」
や
映

画
「
無
責
任
男
」
で
す
。
当
初
、

生
真
面
目
な
彼
は
「
こ
の
曲
を

歌
う
と
自
分
の
人
生
が
変
わ
っ

て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
」
と

悩
み
、
父
・
徹
誠
に
相
談
し
ま

し
た
。
す
る
と
、「
わ
か
っ
ち
ゃ

い
る
け
ど
や
め
ら
れ
な
い
。
こ

こ
の
と
こ
ろ
が
人
間
の
弱
さ
を

言
い
当
て
て
い
る
。
そ
う
い
う

も
の
を
真
理
と
い
う
の
だ
。
が

ん
ば
っ
て
こ
い
」
と
諭
さ
れ
、歌

う
こ
と
を
決
意
し
ま
す
。

徹
誠
は
、
頑
と
し
て
責
任
を

貫
き
ま
し
た
が
、
等
は
「
無
責

任
男
」
の
姿
を
借
り
て
、
軽
や

か
に
世
の
中
を
風
刺
し
て
い
き

ま
し
た
。
こ
の
父
と
子
に
共
通

す
る
も
の
は
、「
み
ん
な
の
幸
福

と
自
分
の
幸
福
が
一
致
し
て
い

る
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
だ

か
ら
こ
そ
、
高
度
経
済
成
長
期

に
額
に
汗
し
て
働
く
人
た
ち
の

英
雄
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

現
在
、「
わ
か
っ
ち
ゃ
い
る
け

ど
や
め
ら
れ
な
い
」
で
は
な
く
、

「
わ
か
っ
て
い
る
け
ど
、見
つ
か

ら
な
け
れ
ば
大
丈
夫
」
と
い
う

よ
う
な
、
笑
え
な
い
無
責
任
が

あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
見
受
け
ら
れ

ま
す
。

今
年
３
月
27
日
、80
歳
で
亡
く

な
っ
た
植
木
等
さ
ん
の
名
ぜ
り

ふ
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
で
す
。

「
ハ
イ
そ
れ
ま
で
ョ
」

人権シリーズ（№18） 

一人ひとりが 
輝くために 
一人ひとりが 
輝くために 

人権政策課

（1@15546）

伊
勢
市
の
南
部
、
宮
川
と
五

十
鈴
川
に
挟
ま
れ
た
地
域
に
、

鷲
嶺（
標
高
５
４
８
メ
ー
ト
ル
）

が
そ
び
え
て
い
ま
す
。

前
山
の
南
に
位
置
し
、
中
腹

に
別
荘
地
を
抱
え
た
こ
の
山
は
、

中
里
介
山

か

い

ざ

ん

の「
大
菩
薩
峠
」や
吉

川
英
治
の「
宮
本
武
蔵
」に
、
剣

豪
の
修
業
の
地
と
し
て
登
場
し

ま
す
。

そ
の
南
麓
の
中
腹
に
「
鷲
嶺

の
水
穴
」
と
呼
ば
れ
る
洞
窟

ど

う

く

つ

が

あ
り
ま
す
。

水
穴
は
、
１
０
０
万
年
〜
２

０
０
万
年
の
年
月
を
か
け
て
、

石
灰
岩
層
が
地
下
水
に
よ
っ
て

溶
か
さ
れ
て
で
き
た
カ
ル
ス
ト

地
形
の
山
肌
に
表
れ
た
洞
窟
で

す
。
近
畿
地
方
に
は
珍
し
く
、

そ
の
大
き
さ
は
、
南
北
方
向
に

３
０
０
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
は
0.5

メ
ー
ト
ル
〜
６
メ
ー
ト
ル
に
及

え
え
と
こ 

　
知
っ
と
こ 

え
え
と
こ 

　
知
っ
と
こ 

伊
勢
の
文
化
探
訪
シ
リ
ー
ズ 

伊
勢
の
文
化
探
訪
シ
リ
ー
ズ 

文
化
振
興
課

文
化
振
興
課 

文
化
振
興
課
（
1
　
７
８
８
４
） 

鷲嶺観世音菩薩 鷲嶺の水穴

鷲
嶺

し
ゅ
う
れ
い

の
水
穴

み
ず
あ
な

び
、
県
の
天
然
記
念
物
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

鍾
乳
洞

し
ょ
う
に
ゅ
う
ど
う

の
特
徴
で
あ
る
つ
ら

ら
状
の
鍾
乳
石
や
石
筍

せ
き
じ
ゅ
ん

は
失
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
水
穴
に

は
、
全
国
的
に
も
珍
し
い
、
眼

と
羽
が
退
化
し
た
ゴ
ミ
ム
シ
の

仲
間
が
、
こ
の
地
方
の
固
有
種

と
し
て
生
息
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
鷲
嶺
の
山
頂
付
近
に

は
、
地
元
の
伝
説
で
は
平
知
盛

と

も

も

り

が
祭
っ
た
と
い
わ
れ
る
鷲
嶺
観

世
音
菩
薩
が
あ
り
、
壇
ノ
浦

（
山
口
県
）が
あ
る
方
角
に
向
か

っ
て
、
平
家
の
冥
福
を
祈
っ
て

い
ま
す
。
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
が
あ
り
ま
す
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活

動
を
し
て
い
る
人
と
話
し
て
い

る
と
、
独
特
の
雰
囲
気
が
あ
る

こ
と
に
気
付
き
ま
す
。
こ
れ
を

わ
た
し
た
ち
は
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
に

お
い
」
と
言
っ
た
り
し
ま
す
。

今
回
は
、
こ
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
に

お
い
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

◆
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
に
お
い
　
そ
の
１

し
っ
か
り
と
し
た
目
的
を
持

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
に
お
い

っ
て
い
ま
す
。
揺
る
が
な
い
自

信
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
を
駆
使

し
て
目
的
を
達
成
し
よ
う
と
し

ま
す
。

◆
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
に
お
い
　
そ
の
２

多
様
性
を
認
め
る
部
分
が
あ

り
ま
す
。
ど
ん
な
人
で
も
受
け

入
れ
る
と
言
っ
て
良
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
多
様
な
人
と
、
目

標
に
向
か
っ
て
い
く
こ
と
に
喜

び
を
感
じ
ま
す
。

◆
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
に
お
い
　
そ
の
３

物
事
の
本
質
を
見
よ
う
と
し

ま
す
。
例
え
ば
、
環
境
関
係
の

Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
あ
れ
ば
、
ご
み
拾
い

を
す
る
よ
り
、
ご
み
を
減
ら
す

た
め
の
方
法
を
考
え
、
物
事
の

本
質
ま
で
考
え
を
深
め
ま
す
。

「
に
お
い
」か
ら
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活

動
を
し
て
い
る
人
の
特
徴
が
見

え
て
き
た
で
し
ょ
う
か
。

※
本
物
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
、
こ
の
よ

う
な
に
お
い
が
し
ま
す
の
で
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
装
っ
て
寄
付
金
な
ど

を
集
め
る
詐
欺
に
は
、
注
意
し

て
く
だ
さ
い
ね
。

雨
の
日
は

遊
び
に
行
け
ま
せ
ん

パ
ル
テ
ィ
は
、
い
き
な
り

怒
ら
れ
ま
し
た

農
作
物
は
雨
が
あ
っ
て
こ
そ
！

で
も
、
パ
ル
テ
ィ
は
食
べ
物
を

食
べ
な
い
の
で
あ
っ
た
…

環
境
関
係
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
を

し
て
い
る
人
の
よ
う
で
す

パルティ4コマ劇場

わ
た
し
た
ち
は
、
高
齢
化
と

少
子
化
で
ま
す
ま
す
寂
れ
て
い

く
伊
勢
を
、
も
う
一
度
に
ぎ
わ

い
の
あ
る
元
気
な
ま
ち
に
し
、

子
や
孫
に
引
き
継
い
で
い
き
た

い
と
考
え
、三
重
県
か
ら
「
サ
ン

ア
リ
ー
ナ
花
の
広
場
」
を
借
り

て
活
動
し
て
い
ま
す
。

現
在
、会
員
数
は
42
人
で
、20

歳
代
後
半
〜
70
歳
代
の
幅
広
い

年
齢
層
で
す
。
男
性
が
少
な
い

た
め
、
耕
地
作
業
や
花
ま
つ
り

の
準
備
・
片
付
け
な
ど
の
力
作

業
に
苦
労
し
て
い
ま
す
が
、「
伊

勢
を
元
気
に
し
た
い
」
と
い
う

熱
い
思
い
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

目
標
は
、
花
の
広
場
に
、
四

季
の
花
々
を
咲
か
せ
る
こ
と
、

１
５
０
メ
ー
ト
ル（
２
０
０
本
）

の
レ
ン
ギ

ョ
ウ
通
り

と
90
メ
ー

ト
ル
（
１

２
０
本
）

の
ユ
キ
ヤ

ナ
ギ
通
り

を
完
成
さ
せ
る
こ
と
、
花
畑
の

土
手
に
色
と
り
ど
り
の
シ
バ
ザ

ク
ラ
を
咲
か
せ
る
こ
と
で
す
。

今
春
は
、
ポ
ピ
ー
を
中
心
に

１
５
０
万
本
の
花
を
咲
か
せ
、

花
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し
ま
し

た
。
秋
に
は
、
コ
ス
モ
ス
を
中

心
と
し
た
花
を
咲
か
せ
、
９
月

16
日
（日）
に
花
フ
ェ
ス
タ
を
開
催

し
ま
す
。

ま
た
、
全
日
本
花
い
っ
ぱ
い

連
盟
に
よ
り
功
労
団
体
に
選
ば

れ
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
が
た
た

え
ら
れ
ま
し
た
。

わ
た
し
た
ち
は
、
花
を
通
じ

て
、心
に
余
裕
が
な
い
現
代
人
の

心
を
豊
か
に
し
、
人
の
心
の
温

か
さ
や
優
し
さ
を
感
じ
て
ほ
し

い
と
い
う
思
い
を
込
め
、
多
く

の
人
と
一
緒
に
、ま
ち
づ
く
り
に

貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
伊
勢
を
何
と
か
せ
な
あ
か
ん
」

と
思
っ
て
い
る
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
、

わ
た
し
た
ち
の
活
動
を
見
に
来

て
く
だ
さ
い
。

パ
ル
テ
ィ
い
せ
情
報

パ
ル
テ
ィ
い
せ
情
報

い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

No.10

1

４
３
８
５

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジh

ttp
:/
/
sk
c
.e
-ise
.n
e
t/

Ｅ
メ
ー
ル

sk
c
@
e
-ise
.n
e
t

@0

Ｎ
Ｐ
Ｏ
朝
熊
山
麓
に
花
を
咲
か
す
会

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　
た
だ
い
ま
活
躍
中
！

（
FAX
@9
４
３
２
２
）

花フェスタの様子（５月13日開催）
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観光事業課（1@15566） 

開催の有無については、当日専用電話（1@91051）へ 

大雨・強風・増水時などは15日（日）に延期 大雨・強風・増水時などは15日（日）に延期 

打ち上げ花火放揚場所 

立ち入り禁止 

立ち入り禁止 
観覧席受け付け 

観覧席受け付け 

観覧席受け付け 観覧席受け付け 

観覧席受け付け 観覧席受け付け 

町 

街 

人 

通ってください。 街
 

で 行い 
ごみ 

み 

み 

み 

エコ 

備 備 
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打ち上げ 

（ 計 9 , 0 5 5 発 ） （ 計 9 , 0 5 5 発 ） （ 計 9 , 0 5 5 発 ） 
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け 

打ち上げ 

プ　ロ　グ　ラ　ム プ　ロ　グ　ラ　ム プ　ロ　グ　ラ　ム 
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※小・中学校の校庭は状況により使用できない場合があります。 

交　通　規　制　図 交　通　規　制　図 交　通　規　制　図 

し 

バ
リ
ュ
ー
セ
ン
タ
ー 

公　園 

が 

至 度会町 
至 度会町 

回ってください。 
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図書館へ行こう！
伊勢図書館（1 0 0 7 7、FAX 0 0 7 8）

■利用案内
開館時間 火曜日～金曜日…午前９時～午後７時

土曜日・日曜日・祝日…午前９時～午後５時

小俣図書館（1 3 9 0 0、FAX 3 9 0 2）

■利用案内
開館時間 午前９時～午後８時

※７月・８月は、午後８時まで開館します。

■おはなし会
と　き 毎週土曜日、午後２時30分～

ところ １階・おはなしコーナー

■あかちゃんえほんのじかん
と　き ７月26日（木）、午前11時～

ところ ２階・視聴覚室

内　容 ０歳児～４歳児向けの絵本の紹介や手遊びなど

■映画上映会
と　き ７月８日（日）、午後１時30分～

ところ ２階・視聴覚室

内　容 「アイ・ラヴ・ユー」

■夏休み子ども映画会
と　き ７月22日（日）、①午前10時～・②午後１時

30分～

ところ ２階・視聴覚室

内　容 ①「すいかのたね」、「じごくのそうべえ」

②「ハリー・ポッターと秘密の部屋」（日本語吹き替え版）

■子ども向け図書館探検
と　き ８月１日（水）・２日（木）、午前９時30分～11

時30分

ところ ２階・小会議室

対　象 小学４年生～６年生

内　容 図書館見学・本探しゲーム・本のカバー掛

け体験など

定　員 両日とも６人（先着順）

申し込み ７月21日（土）から、直接・電話・ファク

スのいずれかで同館へ

■中学生・高校生のための調べ方講座
と　き ８月18日（土）、午前９時30分～11時30分

ところ ２階・視聴覚室

対　象 中学生・高校生

内　容 本の分類法や探し方などについて学びます

定　員 12人（先着順）

申し込み ７月27日（金）から、直接・電話・ファク

スのいずれかで同館へ

■課題図書ブックフェア
と　き ７月１日（日）～８月31日（金）

ところ １階・児童書コーナー

■おはなし会
☆赤ちゃんおはなし会 ７月12日（木）、午前11時～
☆たんぽぽおはなし会 ７月14日（土）、午後３時～
☆ピッポの会・紙芝居 ７月15日（日）、午前11時～
☆図書館おはなし会 ７月28日（土）、午後３時～

※いずれも場所は、１階・おはなしのへやです。

■上映会
と　き ７月21日（土）、午後２時～

ところ ２階・視聴覚室

内　容 アニメ「ハローキティのパパなんて大きらい」

■パソコン教室
初心者・ワード基礎・ワード応用・エクセル基

礎・エクセル応用の５コースを、それぞれ年４回開

催しています。

７月に開催されるコースは次のとおりです。

☆ワード応用コース ７月11日（水）～13日（金）

☆エクセル基礎コース ７月25日（水）～27日（金）

※いずれも、時間は午後６時30分～９時、場所は２

階・パソコン室、定員は20人（先着順）です。

※申し込み状況については、同館へ問い合わせてく

ださい。

■今月の特集コーナー
☆星空を見上げよう

内　容 ・七夕をテーマに、天文関係の図書を

紹介します

・短冊を用意していますので、願い事

を書いてください

☆夏休み図書コーナー

内　容 課題図書を中心に、自由研究や工作、

戦争と平和に関する図書を紹介します

※いずれも場所は、１階・閲覧室です。

7月 ○…休館日　　□…おはなし会　　☆…上映会 

日 月 火 水 木 金 土 

1 

8 

15 

22 

29 

2 

9 

16 

23 

30 

3 

10 

17 

24 

31

4 

11 

18 

25

5 

12 

19 

26

6 

13 

20 

27

7 

14 

21 

28

21 21 29 29

7月 ○…休館日　　□…おはなし会　　☆…上映会 

日 月 火 水 木 金 土 

1 

8 

15 

22 

29 

2 

9 

16 

23 

30 

3 

10 

17 

24 

31

4 

11 

18 

25

5 

12 

19 

26

6 

13 

20 

27

7 

14 

21 

28



と
き
・
と
こ
ろ
・
定
員

下
表

の
と
お
り

対
象

市
内
在
住
の
人

検
診
内
容

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

ー（
乳
房
の
Ｘ
線
撮
影
）

料
金

１
１
０
０
円
（
当
日
持

参
、
70
歳
以
上
は
無
料
）

持
ち
物

バ
ス
タ
オ
ル

申
し
込
み

７
月
２
日
（月）
か
ら
、

電
話
ま
た
は
FAX
で
健
康
課
へ

※
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
や
シ
リ
コ

ン
が
入
っ
て
い
る
人
、
授
乳

中
・
妊
娠
中
ま
た
は
妊
娠
の
可

能
性
が
あ
る
人
は
、
受
診
を
避

け
て
く
だ
さ
い
。

※
市
が
実
施
す
る
乳
が
ん
検
診

の
受
診
は
、
１
年
度
中
に
１
回

で
す
。
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健
康
づ
く
り
通
信

健
康
づ
く
り
通
信 
健
康
づ
く
り
通
信 

〜
み
ん
な
笑
顔
　
伊
勢
の
元
気
人
〜 

健
康
課
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
　
２
４
３
５
、
FAX
　
０
６
８
３
）

小
俣
保
健
セ
ン
タ
ー
　
　
　
（
1
　
７
８
７
０
、
FAX
　
９
８
４
４
）

二
見
総
合
支
所
福
祉
健
康
課
（
1
　
１
１
１
３
、
FAX
　
３
７
５
４
）

御
薗
総
合
支
所
福
祉
健
康
課
（
1
　
０
２
３
５
、
FAX
　
２
４
０
４
）

27

21

22

25

42

43

22

28

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
平
日
・
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

〈
参
加
費
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
〉

と
き

７
月
19
日
（木）
、
午
前
10

時
30
分
〜
正
午

と
こ
ろ

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象

市
内
在
住
の
乳
児
（
生

後
７
カ
月
〜
11
カ
月
）
の
保
護

者内
容

離
乳
食
（
後
期
〜
完
了

期
）の
お
話
と
試
食

定
員

30
人（
先
着
順
）

申
し
込
み

７
月
２
日
（月）
か
ら
、

電
話
ま
た
は
FAX
で
健
康
課
へ

ヘルスメイト料理講習会

と　き

7月10日（火）

7月21日（土）

7月25日（水）

7月27日（金）

ところ 定員
（先着順）

小俣保健センター

福祉健康センター

福祉健康センター

二見老人福祉センター

ハートプラザみその

35人

30人

30人

20人

30人

※いずれも時間は、午前9時30分～午後1時です。

乳
が
ん
検
診

離
乳
食
教
室

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
料
理
講
習
会

直
し
な
ど
、
健
康
づ
く
り
を
実

践
し
ま
し
ょ
う
。

健
康
課
で
は
、
健
康
文
化
都

市
を
目
指
し
、
「
健
康
文
化
週

間
」
と
「
健
康
の
日
」
に
、
健

康
づ
く
り
に
関
す
る
教
室
な
ど

を
開
催
し
ま
す
。

申
し
込
み

７
月
２
日
（月）
か
ら
、

電
話
ま
た
は
FAX
で
健
康
課
へ

と
き
・
と
こ
ろ
・
定
員

下
表

の
と
お
り

対
象

市
内
在
住
の
人

テ
ー
マ

家
庭
で
挑
戦
！
楽
し

い
親
子（
孫
）料
理

乳がん検診

と　き

7月13日（金）

7月30日（月）

ところ 定員
（先着順）

10：00～11：00

13：00～14：30

10：00～11：00

13：00～14：30

湯田公民館

小俣保健センター

中央保健センター

45人

50人

45人

50人

参
加
費

３
０
０
円（
当
日
持
参
）

持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

米
１／２
カ
ッ
プ

申
し
込
み

７
月
２
日
（月）
か
ら
、

電
話
ま
た
は
FAX
で
健
康
課
へ

毎
月
11
日
は「
健
康
の
日
」

市
は
、平
成
18
年
に「
健
康
文

化
都
市
宣
言
」
を
行
っ
た
７
月

11
日
を
含
む
１
週
間
を
「
健
康

文
化
週
間
」、毎
月
11
日
を
「
健

康
の
日
」
と
定
め
ま
し
た
。

毎
月
11
日
は
、
日
ご
ろ
の
生

活
・
運
動
習
慣
・
食
生
活
の
見

７月７日(土) 
10：00～12：00

中央保健センター 

中央保健センター 

小俣保健センター 

二見老人福祉センター 

市役所本館・ 
１階市民ホール 

ハートプラザみその 

７月８日(日) 
 9：30～13：00

７月９日(月) 
 9：00～16：00
７月10日(火) 
 9：00～16：00
７月11日(水) 
　〈健康の日〉 
 9：00～16：00

７月12日(木) 
13：30～15：30

７月13日(金) 
13：00～16：00

内　容　・講演「ウォーキングの効果」 
　　　　・歩き方指導 
　　　　講師　小木曽一之さん（皇學館大学） 
定　員　50人（先着順） 
持ち物　運動ができる服装・靴 

内　容　講話・調理実習 
　　　　「夏バテ予防のためのヘルシー料理」 
定　員　30人（先着順） 
持ち物　エプロン・三角巾 
参加費　300円（当日持参） 

内　容　・健康づくりに関するパネル展示 
　　　　・体脂肪・血圧測定など 
※申し込みは不要です。 

内　容　こころの健康づくり教室① 
　　　　　講演 「うつ病について」 
　　　　　講師　松崎まみさん（精神科医師） 
定　員　30人（先着順） 
内　容　こころの健康づくり教室② 
　　　　　講演 「ストレスについて」 
　　　　　講師　山口節子さん 
　　　　　　　（交流分析インストラクター） 
定　員　30人（先着順） 

と　き ところ 内容・定員・持ち物 

健康文化週間の健康づくり事業 
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Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細

動
器
）
は
、
心
臓
が
突
然
停
止

し
た
人
の
心
臓
に
電
気
シ
ョ
ッ

ク
を
与
え
、
正
常
な
状
態
に
戻

す
た
め
の
医
療
機
器
で
す
。

医
療
従
事
者
で
な
い
人
も
Ａ

Ｅ
Ｄ
を
使
用
す
る
こ
と
が
認
め

ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
地
域
で

の
イ
ベ
ン
ト
や
ス
ポ
ー
ツ
大
会

な
ど
、
一
時
的
に
必
要
な
と
き

に
使
用
で
き
る
よ
う
、
無
料
で

貸
し
出
し
ま
す
。

対
象

複
数
の
市
民
を
集
め

て
、
一
時
的
に
開
催
す
る
催
し

物
な
ど
を
主
催
す
る
人

台
数

１
回
に
つ
き
１
台

条
件

催
し
物
の
開
催
中
は
、

医
師
ま
た
は
心
肺
蘇
生
処
置
の

講
習
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
操
作
方
法
を

含
む
）
を
修
了
し
た
人
が
会
場

に
常
駐
し
て
い
る
こ
と

※
講
習
に
つ
い
て
は
、
消
防
本

部
消
防
課
（
1
@5
１
２
１
６
）

へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み

貸
し
出
し
希
望
日

の
１
カ
月
前
か
ら
、
貸
付
申
請

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
健

康
課
へ

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
貸
し
出
し

一
次
救
急
医
療
機
関
（
か
か

り
つ
け
の
医
院
や
休
日
・
夜
間

応
急
診
療
所
）
で
対
応
で
き
る

人
が
、
休
日
や
夜
間
に
、
二
次

救
急
医
療
機
関
（
山
田
赤
十
字

病
院
や
伊
勢
総
合
病
院
）
を
直

接
訪
れ
て
受
診
す
る
と
、
重
症

救
急
患
者
の
対
応
を
行
う
二
次

救
急
医
療
に
影
響
が
出
て
し
ま

い
ま
す
。

風
邪
な
ど
比
較
的
軽
症
の
場

合
は
、
ま
ず
一
次
救
急
医
療
機

関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

救
急
医
療
体
制
を
確
保
す
る

た
め
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

急
病
に
な
っ
た
と
き
や
、
救

急
車
を
呼
ぶ
ほ
ど
で
は
な
い
け

れ
ど
す
ぐ
に
治
療
を
受
け
た
い

と
き
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
表
①
の
時
間
以
外
・

診
療
科
目
以
外
の
診
療
を
受
け

た
い
人
や
重
症
の
人
は
、
救
急

医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
（
1
@8
１

１
９
９
、
音
声
自
動
案
内
1
０

８
０
０
・
１
０
０
・
１
１
９
９
、

24
時
間
受
け
付
け
）
へ
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

休
日
・
夜
間
の
重
症
救
急
患

者
の
対
応
を
行
う
二
次
救
急
医

療
機
関
の

当
番
日
は

表
②
の
と

お
り
で
す
。

休
日
・
夜
間
応
急
診
療
所（
福

祉
健
康
セ
ン
タ
ー
内
）で
は
、地

域
の
医
師
な
ど
が
連
携
し
、
交

代
で
出
務
す
る
こ
と
に
よ
り
、
診

療
体
制
が
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。

救
急
医
療

一
次
救
急

二
次
救
急

７月の主な相談など 

※対象は、市内在住の人です。     
※問い合わせは、各会場（中央保健センターは健康課、二見老人福祉センターは二見
総合支所福祉健康課、ハートプラザみそのは御薗総合支所福祉健康課、県志摩庁舎は
伊勢保健福祉事務所）へ。 

内　容 と　き ところ 

子育て相談 

二見老人福祉センター 7月 3日 （火） 

中央保健センター 7月 10日 （火） 9：30～11：00

ハートプラザみその 7月 17日 （火） 13：30～15：00

小俣保健センター 7月 24日 （火） 

小俣保健センター 

成人健康相談 

9：30～11：00

中央保健センター 

7月 4日 （水） 

13：00～15：00

13：30～14：30

13：00～15：00

ハートプラザみその 

7月 5日 （木） 

13：00～15：00

中央保健センター 

7月 10日 （火） 

8：45～11：00

中央保健センター 

県志摩庁舎 

7月 19日 （木） 

成人栄養相談（要予約） 

17：30～19：00

伊勢保健福祉事務所 

（県伊勢庁舎内） 
1@75148

7月 5日 （木） 

エイズ検査 

13：00～15：00

毎週火曜日 

毎月第2火曜日 
（7月10日） 

こころの健康相談（要予約） 7月 26日 （木） 

表①〈一次救急〉休日・夜間応急診療所 

表②〈二次救急〉医療機関当番表（7月） 

問い合わせ：内科・小児科（1@58795）、歯科（1@70829） 

山…山田赤十字病院、伊…伊勢総合病院 

 
1 
伊 
8 
山 
15 
山 
22 
山 
29 
伊 

 
2 
山 
9 
伊 
16 
伊 
23 
山 
30 
山 

 
3 
山 
10 
山 
17 
山 
24 
伊 
31 
伊 

 
4 
伊 
11 
伊 
18 
山 
25 
山 

 
5 
山 
12 
山 
19 
伊 
26 
伊 

 
6 
伊 
13 
山 
20 
山 
27 
山 

 
7 
山 
14 
伊 
21 
伊 
28 
山 
 

日 診療時間 

〈月曜日～金曜日〉 

夜間（17：00～翌日8：30） 

 

〈土曜日・日曜日・祝日〉 

昼間（8：30～17：00） 

夜間（17：00～翌日8：30） 

月 火 水 木 金 土 

診療日 診療時間 診療科目 当番医師 

夜間 
19：30～22：00

内　科 
小児科 

内科医師 

昼間 
10：00～12：00
13：00～17：00

内　科 
小児科 

内科医師 
小児科医師 

夜間 
19：30～22：00

歯　科 歯科医師 

内　科 
小児科 

内科医師 
小児科医師 

月曜日～土曜日 

日曜日・祝日 
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と
き

10
月
21
日
（日）

と
こ
ろ

観
光
文
化
会
館

応
募
資
格

◆
出
演
団
体
…
伊
勢
市
を
活
動
の
拠
点

と
す
る
舞
台
芸
能
団
体
で
、
事
前
会
議

と
当
日
の
リ
ハ
ー
サ
ル
に
参
加
で
き
る

団
体
（
能
楽
・
邦
楽
・
合
唱
・
フ
ォ
ー
ク

ダ
ン
ス
・
吟
詠
剣
詩
舞
・
バ
レ
エ
・
モ

ダ
ン
ダ
ン
ス
・
日
本
舞
踊
・
民
踊
の
分

野
の
団
体
を
除
く
）

◆
司
会
者
…
市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤

し
て
い
る
人

申
し
込
み

７
月
20
日
（金）
ま
で
に
、
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
同
課
へ

※
い
ず
れ
も
、
申
し
込
み
多
数
の
場
合

は
実
行
委
員
会
で
選
考
し
ま
す
。

応
募
資
格

小
学
生
〜
高
校
生

募
集
数

１
人
１
点

規
格

明
る
い
選
挙
の
イ
メ
ー
ジ
を
表

す
内
容
、
画
材
は
自
由
、
大
き
さ
は
38
㎝

×
27
㎝
〜
54
㎝
×
38
㎝
、
自
作
品
に
限
る

応
募
方
法

９
月
７
日
（金）
ま
で
に
、
学

校
経
由
で
同
委
員
会
へ

地
場
産
業
の
事
業
活
動
や
製
品
を
皆

さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
開
催
す

る
地
場
産
業
展
の
出
展
者
・
協
賛
者
を

募
集
し
ま
す
。

と
き

11
月
３
日
（土）
・
４
日
（日）

対
象

市
内
で
事
業
活
動
を
行
う
製
造

業
お
よ
び
そ
の
関
連
事
業
を
営
む
企

業
・
産
業
団
体
な
ど

負
担
金

１
ブ
ー
ス
に
つ
き
１
万
円

申
し
込
み

７
月
31
日
（火）
ま
で
に
同
事

務
局
へ

と
き

８
月
５
日
（日）
、午
前
９
時
50
分
〜

と
こ
ろ

福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
・
１
階

調
理
実
習
室

内
容

料
理
の
後
、
食
事
を
し
な
が

ら
懇
談
し
、
親
睦
を
深
め
ま
す

山田ルネサンスゾーン地区
〈
受
講
料
・
参
加
費
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
〉

山
田
ル
ネ
サ
ン
ス
ゾ
ー
ン
地
区
（
左

図
参
照
）
に
お
い
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
市
民

団
体
が
主
体
と
な
っ
て
、
地
域
の
魅
力

を
再
発
見
す
る
こ
と
や
課
題
を
解
決
す

る
こ
と
に
取
り
組
む
事
業
プ
ラ
ン
を
募

集
し
ま
す
。

採
用
さ
れ
た
事
業
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

は
、
市
か
ら
そ
の
団
体
に
事
業
委
託
を

行
い
ま
す
。

ま
ち
そ
だ
て
推
進
事
業
の

事
業
プ
ラ
ン
を
募
集

都
市
計
画
課
（
1
@1
５
５
０
９
）

地
場
産
業
展
の

出
展
者
・
協
賛
者
を
募
集

工
芸
指
導
所
内
・
地
場
産
業
展
実
行

委
員
会
事
務
局
（
1
#8
１
１
６
０
）

世
界
の
料
理
パ
ー
テ
ィ
ー

（
韓
国
編
）の
参
加
者
を
募
集

市
民
参
画
交
流
課
内
・
伊
勢
市
国
際

交
流
協
会
事
務
局
（
1
@1
５
５
４
９
）

市
民
芸
能
祭（
総
合
部
門
）の

出
演
団
体
と
司
会
者
を
募
集

文
化
振
興
課
（
1
@2
７
８
８
５
）

明
る
い
選
挙

啓
発
ポ
ス
タ
ー
を
募
集

選
挙
管
理
委
員
会
（
1
@1
５
６
３
５
）

伊勢図書館 伊勢図書館 

伊勢市役所 
観光文化会館 観光文化会館 

伊勢河崎商人館 伊勢河崎商人館 
有緝小 有緝小 

厚生中 厚生中 

厚生小 厚生小 

早修小 早修小 

山田
赤十
字病
院 

山田
赤十
字病
院 

外宮 

月夜見宮 月夜見宮 

やまだ 
かみぐち 

みやまち みやまち 

いせし 

伊勢市役所 外宮 

やまだ 
かみぐち 

いせし 

う
じ
や
ま
だ

う
じ
や
ま
だ 

う
じ
や
ま
だ 

募
集
募
集

応
募
資
格

伊
勢
市
を
活
動
の
拠
点
と

す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市
民
活
動
団
体
な
ど

応
募
方
法

７
月
20
日
（金）（
必
着
）ま
で

に
、
応
募
用
紙（
同
課
に
あ
り
ま
す
）に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
直
接
ま
た
は
郵

送
で
、
同
課
（
〒
516
│

8601
岩
渕
１
丁
目

７
│

29
）へ

※
応
募
用
紙
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
:/
/
w
w
w
.city
.ise.m

ie.jp

）
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

講
師

金
喜
淑

キ
ム
ヒ
ー
ス
ク

さ
ん

定
員

20
人
（
先
着
順
）

参
加
費（
材
料
費
）

協
会
会
員
８
０
０

円
、
非
会
員
１
２
０
０
円
（
当
日
持
参
）

持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
、
ふ
き
ん
３
枚
、

筆
記
用
具

申
し
込
み

７
月
２
日
（月）
・
午
前
９
時

か
ら
、
電
話
で
同
事
務
局
へ

※
外
国
語
が
話
せ
な
い
人
も
、
ぜ
ひ
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。
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と
こ
ろ

勢
京
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学
校
・

２
階
Ｃ
教
室

対
象

出
産
・
育
児
・
介
護
な
ど
で
退
職

し
、将
来
的
に
再
就
職
し
た
い
と
考
え
て

い
る
人
で
、
両
日
と
も
参
加
で
き
る
人

内
容

・「
自
分
ら
し
さ
っ
て
何
？
私
ら
し
さ
で

生
き
生
き
！
円
滑
な
人
間
関
係
に
役
立

つ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
」
ほ
か

（
伊
藤
み
ゆ
き
さ
ん：

H
eart

V
iew

代
表
）

・
「
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
グ

ラ
ム
　
ど
う
す
れ
ば
再
就
職
で
き
る
の

か
!!
」（
大
富
久
子
さ
ん：

（財）
21
世
紀
職

業
財
団
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

定
員

25
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で

同
事
務
所
（
FAX
津
０
５
９
・
２
２
８
・

２
３
０
４
）
へ

※
託
児
で
き
ま
す
。

（
無
料
、
要
予
約
）

種
類

裁
判
所
事
務
官
採
用
Ⅲ
種
試
験

（
高
等
学
校
卒
業
程
度
）

試
験
日

９
月
16
日
（日）

受
験
資
格

昭
和
61
年
４
月
２
日
〜
平

成
２
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

申
し
込
み

７
月
17
日
（火）
〜
25
日
（水）

（
当
日
消
印
有
効
）に
、
簡
易
書
留
郵
便

ま
た
は
配
達
記
録
郵
便
で

同
課
へ

内
容

講
演
「
生
活
習
慣
の
維
持
と
健

康
」
川
瀬
昌
宏
さ
ん
（
四
日
市
市
山
中

胃
腸
科
病
院
小
児
科
部
長
）

特
別
支
援
教
育

「
児
童
は
皆
違
う
と
こ
ろ
に
才
能
が
あ

る
」
と
い
う
考
え
方
で
、
す
べ
て
の
子

ど
も
が
安
心
で
き
る
学
校
生
活
づ
く
り

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
す
。

と
き

８
月
８
日
（水）
、
午
後
２
時
〜
４

時
（
受
け
付
け
は
午
後
１
時
30
分
〜
）

内
容

講
演
「
ど
の
子
も
安
心
で
き
る

特
別
支
援
教
育
」
廣
瀬
由
美
子
さ
ん

（
東
京
都
町
田
市
立
山
崎
小
学
校
長
）

共
通
項
目

と
こ
ろ

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
い
せ
ト

ピ
ア

申
し
込
み

電
話

で
同
研
究
所
へ

内
容

「
竹
を
生
か
す
強
化
材『
ガ
ラ
ス

繊
維
』か
ら『
竹
繊
維
』へ
」藤
井
透
さ
ん

（
同
志
社
大
学
工
学
部
教
授
）、環
境
に
優

し
い
竹
繊
維
を
取
り
入
れ
た
ボ
ー
ト
作
り

定
員

50
人

（
先
着
順
）

申
し
込
み

電
話
で
同
課
へ

と
き

10
月
28
日
（日）
、
午
前
10
時
〜

と
こ
ろ

第
１
会
場：

三
重
大
学
、
第

２
会
場：

尾
鷲
高
等
学
校

申
し
込
み

７
月
10
日
（火）
〜
27
日
（金）
に
、

申
込
書
（
同
課
ま
た
は
伊
勢
保
健
福
祉

事
務
所
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、直
接
ま
た
は
郵
送
で
、社
会
福

祉
法
人
三
重
県
社
会
福
祉
協
議
会
内
・

介
護
支
援
専
門
員
試
験
・
研
修
セ
ン
タ

ー
（
1
津
０
５
９
・
２
７
１
・
９
９
１

１
、
〒
514
│

8552
津
市
桜
橋
２
丁
目
131
）へ

裁
判
所
職
員
を
募
集

津
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務
課

（
1
津
０
５
９
・
２
２
６
・
４
８
０
５
）

介
護
支
援
専
門
員
（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）
の

実
務
研
修
受
講
試
験

介
護
保
険
課
（
1
@1
５
５
６
０
）

健
康
教
育

子
ど
も
た
ち
の
生
活
習
慣
が
健
康
や

学
習
に
及
ぼ
す
影
響
と
、
規
則
正
し
い

生
活
習
慣
を
身
に
付
け
る
こ
と
や
食
事

の
大
切
さ
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
す
。

と
き

８
月
３
日
（金）
、
午
後
２
時
〜
４

時
（
受
け
付
け
は
午
後
１
時
30
分
〜
）

講
座
な
ど

講
座
な
ど

夏
期
研
修
講
座

教
育
研
究
所
（
1
@2
７
９
０
０
）

と
き

７
月
10
日
（火）
・
12
日
（木）
、
午
前

９
時
30
分
〜
正
午

再
就
職
準
備
セ
ミ
ナ
ー

商
工
労
政
課
（
1
@1
５
５
６
８
）

（財）
21
世
紀
職
業
財
団
三
重
事
務
所

（
1
津
０
５
９
・
２
２
８
・
２
３
０
０
）

企
業
で
働
く
人
が
、
大
学
の
研
究
成

果
や
新
技
術
を
活
用
す
る
た
め
に
、
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

と
き

７
月
12
日
（木）
、午
後
１
時
30
分
〜

と
こ
ろ

御
薗
公
民
館

も
の
づ
く
り
大
学
技
術
講
座

工
芸
指
導
所
（
1
#8
１
１
６
０
）



下
水
道
浄
化
セ
ン
タ
ー

夏
休
み
親
子
見
学
会

上
下
水
道
総
務
課
（
1
@1
５
６
０
０
）

人
権
教
育
を
す
す
め
る

市
民
の
集
い

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
課
（
1
@2
７
８
９
５
）

公
立
幼
稚
園
の
入
園
児
募
集
の

申
し
込
み
開
始
日

学
校
教
育
課
（
1
@2
７
８
７
９
）

と
き

７
月
31
日
（火）
、
午
後
２
時
30
分

〜
４
時
20
分

と
こ
ろ

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
い
せ
ト

ピ
ア
・
多
目
的
ホ
ー
ル

と
き

９
月
30
日
（日）
ま
で
、
午
前
９
時

〜
午
後
４
時
30
分
（
月
曜
日
を
除
く
）

と
こ
ろ

尾
崎
咢
堂
記
念
館
・
展
示
室

情
報
コ
ー
ナ
ー

内
容

常
設
展
示
物
と
と
も
に
、
同
館

収
蔵
庫
に
保
管
し
て
い
る
写
真
を
公
開

し
、
今
回
新
し
く
説
明
文
を
加
え
、
咢

堂
・
尾
崎
行
雄
の
足
跡
を
た
ど
り
ま
す

入
館
料

大
人
１
０
０
円
、
小
・
中
学

生
・
高
校
生
80
円
（
常
設
展
共
通
、
団

体
割
引
あ
り
）

※
た
だ
し
、
毎
月
第
３
日
曜
日
は
、「
家

庭
の
日
」
で
無
料
で
す
。

と
き

７
月
31
日
（火）

と
こ
ろ

宮
川
浄
化
セ
ン
タ
ー
（
大
湊
町
）

対
象

市
内
在
住
の
小
学
生
と
保
護
者

申
し
込
み

申
込
書
（
各
小
学
校
に
あ

り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
小

学
校
経
由
で
同
課
へ

※
見
学
時
間
は
２
時
間
30
分
程
度
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

公
立
幼
稚
園
の
平
成
20
年
度
入
園
児

募
集
に
つ
い
て
、
申
し
込
み
開
始
日
を

10
月
１
日
（月）
と
し
ま
す
。

募
集
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
「
広
報

い
せ
」
９
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

お
か
げ
バ
ス（
一
部
ル
ー
ト
）の

試
行
運
行
の
終
了

交
通
政
策
課
（
1
@1
５
５
９
３
）

４
月
１
日
（日）
か
ら
試
行
運
行
し
て
い

る
「
お
か
げ
バ
ス
」
の
う
ち
、
二
見
ル

ー
ト
、
小
木
・
田
尻
ル
ー
ト
に
つ
い
て

は
、
６
月
末
で
運
行
を
終
了
し
ま
す
。

今
後
は
、
ほ
か
の
ル
ー
ト
の
状
況
も

調
査
し
な
が
ら
、
平
成
20
年
度
以
降
の

運
行
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
ほ
か
の
ル
ー
ト
は
こ
れ
ま
で

ど
お
り
運
行
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

伊
勢
都
市
計
画
道
路
・
倭
姫
蛙
石

や
ま
と
ひ
め
か
え
る
い
し

線

（
倭
姫
宮
前
〜
古
市
町
地
内
〜
県
伊
勢

庁
舎
前
）
の
廃
止
に
つ
い
て
、
素
案
の

縦
覧
が
で
き
ま
す
。

素
案
に
つ
い
て
意
見
が
あ
る
人
は
、

意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
意
見
書
が
提
出
さ
れ
た
場
合

は
、
公
聴
会
を
開
催
し
ま
す
。
公
聴
会

開
催
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
縦
覧
期
間

終
了
後
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w
w
.city
.ise.m

ie.jp

）
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

◆
素
案
の
縦
覧

縦
覧
期
間

６
月
29
日
（金）
〜
７
月
13
日
（金）

縦
覧
場
所

同
課

◆
意
見
書
の
提
出

提
出
資
格

市
民
ま
た
は
利
害
関
係
人

提
出
方
法

７
月
13
日
（金）
ま
で
に
、
所

定
の
用
紙
（
同
課
に
あ
り
ま
す
）
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
直
接
ま
た
は
郵
送

で
、
同
課（
〒
516
│

8601
岩
渕
１
丁
目
７
│

29
）へ

◆
公
聴
会
の
開
催
（
意
見
書
が
提
出
さ

れ
た
場
合
の
み
）

と
き

７
月
27
日
（金）
、
午
後
７
時
〜

と
こ
ろ

県
伊
勢
庁
舎
・
会
議
棟
１
階

第
３
会
議
室

催
し
物

催
し
物

尾
崎
咢
堂

が
く
ど
う

記
念
館
特
別
企
画
展

〜
旧
記
念
館
の
写
真
に
見
る
咢
堂
〜

咢
堂
・
尾
崎
行
雄
写
真
展

文
化
振
興
課
（
1
@2
７
８
８
４
）
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お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

都
市
計
画
素
案
の
縦
覧

都
市
計
画
課
（
1
@1
５
５
９
１
）

内
容

・
小
・
中
学
生
に
よ
る
人
権
作
文
の
発
表

・
講
演
「
転
ん
だ
ら
起
き
れ
ば
い
い

〜
子
ど
も
は
悪
く
な
い

そ
こ
を
出
発
点
に
〜

〜
見
え
な
い
虐
待
〜

〜
命
が
け
で
子
ど
も
を
守
れ
！
〜
」

廣
中
邦
充

ひ
ろ
な
か
く
に
み
つ

さ
ん
（
浄
土
宗
西
居
院
住
職
）

宮川浄化センター



同
伴
で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

イ
ベ
ン
ト
案
内

◆
今
年
５
回
目
の
入
場
時
に
、
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
小
学
生
以

下
に
限
る
）

◆
今
年
の
入
場
者
１
万
人
目
の
人
に
記

念
品
を
進
呈

※
い
ず
れ
も
、
招
待
券
で
入
場
し
た
人

は
対
象
外
で
す
。

開
設
日

左
表
の
と
お
り

開
設
時
間

・
午
前
９
時
10
分
〜
11
時
40
分

・
午
後
１
時
10
分
〜
３
時
40
分

施
設
内
容

競
泳
プ
ー
ル
（
25
メ
ー
ト

ル
）・
幼
児
プ
ー
ル

開
設
日

左
表
の
と
お
り

開
設
時
間

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
６

時
30
分
（
９
月
は
午
後
５
時
ま
で
）

施
設
内
容

流
水
プ
ー
ル
・
競
泳
プ
ー

ル
・
幼
児
プ
ー
ル
、
ロ
ッ
カ
ー
室
・
更

衣
室
な
ど

利
用
料
金

・
大
人
（
中
学
生
以
上
）
３
０
０
円

・
小
人
（
小
学
生
以
下
）
２
０
０
円

・
付
き
添
い
（
プ
ー
ル
に
入
ら
な
い
人
）

１
０
０
円

・
ロ
ッ
カ
ー
使
用
料
１
０
０
円

※
す
べ
て
、
３
時
間
ま
で
の
料
金
で
、

超
過
料
金
は
１
時
間
ご
と
に
50
円
で
す
。

※
小
学
３
年
生
以
下
の
人
は
、
保
護
者

利
用
料
金

・
市
内
の
高
校
生
以
上
の
人
…
１
０
０
円

・
市
内
の
中
学
生
以
下
の
人
…
無
料

・
市
外
の
人
…
２
０
０
円

※
小
学
生
以
下
の
人
（
御
薗
小
児
童
を

除
く
）
は
、
保
護
者
同
伴
で
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

７
月
１
日
（日）
は
、
更
生
保
護
の
日
で

す
。
ま
た
７
月
は
、
「
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
」
強
調
月
間
で
す
。

こ
の
運
動
は
、
す
べ
て
の
国
民
が
、

犯
罪
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
の
更
生
へ

の
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
の
な
い
明
る
い
社

会
を
築
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
ご
理

解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

防
災
・
防
犯
の
講
習
会

「
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」「
東

海
地
震
、
東
南
海
・
南
海
地
震
」
な
ど
、

防
災
や
防
犯
に
関
す
る
テ
ー
マ
に
つ
い

て
、
市
職
員
が
伺
い
、
講
習
会
を
実
施

し
ま
す
。

登
下
校
時
の
子
ど
も
た
ち
の
安
全
や
、

東
海
地
震
な
ど
の
大
規
模
地
震
の
発
生

が
心
配
さ
れ
て
い
る
中
、
参
加
者
の
意

見
交
換
を
通
し
て
、
地
域
に
お
け
る
防

災
・
防
犯
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
一
緒

に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き

相
談
の
上
、
決
定

と
こ
ろ

依
頼
者
側
で
用
意

対
象

自
治
会
・
子
ど
も
会
・
企
業
・

グ
ル
ー
プ
な
ど

内
容

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
な
ど
を
使
っ
た

説
明
（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
資
料
も
配
布
）

※
15
人
以
上
で
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

※
ほ
か
の
業
務
の
都
合
上
、
ご
希
望
に

沿
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ

ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

防
災
・
防
犯
の
教
材
の
貸
し
出
し

防
災
や
防
犯
に
関
す
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
ビ

デ
オ
テ
ー
プ
の
貸
し
出
し
を
行
っ
て
い

ま
す
。

企
業
で
の
研
修
や
学
校
・
子
ど
も
会

で
の
学
習
に
使
用
す
る
ほ
か
、
個
人
の

学
習
に
も
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

共
通
項
目

申
し
込
み

直
接
ま
た
は
電
話
・
フ
ァ

ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
同
課（
FAX
@1
５
５
２

２
、
ア
ド
レ
ス

kikika
n
ri@
c
ity
.ise
.

m
ie
.jp

）へ
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７
月
は

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

強
調
月
間

生
活
支
援
課
（
1
@1
５
５
５
７
）

防
災
・
防
犯
に
関
す
る
知
識
を

深
め
ま
せ
ん
か

危
機
管
理
課
（
1
@1
５
５
２
３
）

７
月
１
日
（日）
に
オ
ー
プ
ン

や
す
ら
ぎ
公
園
プ
ー
ル

や
す
ら
ぎ
公
園
プ
ー
ル
（
1
@9
０
７
０
１
）

商
工
労
政
課
（
1
@1
５
５
６
８
）

７
月
14
日
（土）
に
オ
ー
プ
ン

御
薗
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
・
プ
ー
ル

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
課
（
1
@2
７
８
９
１
）

御
薗
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
（
1
#6
４
５
１
１
）

やすらぎ公園プール開設日 

※天候・水温などにより開放しない場合が 
あります。 

御薗Ｂ＆Ｇ海洋センター・プール開設日 

…開設日 

…開設日 …午後のみ 

日 月 火 水 木 金 土 
7/1 
8 
15 
22 
29 
5 
12 
19 
26 
2 
9

2 
9 
16 
23 
30 
6 
13 
20 
27 
3 
10

3 
10 
17 
24 
31 
7 
14 
21 
28 
4 
11

4 
11 
18 
25 
8/1 
8 
15 
22 
29 
5 
12

5 
12 
19 
26 
2 
9 
16 
23 
30 
6 
13

6 
13 
20 
27 
3 
10 
17 
24 
31 
7 
14

7 
14 
21 
28 
4 
11 
18 
25 
9/1 
8 
15

日 月 火 水 木 金 土 
7/8 
15 
22 
29 
5 
12 
19 
26

9 
16 
23 
30 
6 
13 
20 
27

10 
17 
24 
31 
7 
14 
21 
28

11 
18 
25 
8/1 
8 
15 
22 
29

12 
19 
26 
2 
9 
16 
23 
30

13 
20 
27 
3 
10 
17 
24 
31

14 
21 
28 
4 
11 
18 
25 
9/1
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防
災
み
え.jp

の

メ
ー
ル
配
信
登
録

危
機
管
理
課
（
1
@1
５
５
２
３
）

郵
便
投
票
の
手
続
き
は

お
早
め
に

選
挙
管
理
委
員
会
（
1
@1
５
６
３
５
）

所
在
地

一
志
町
（
外
宮
北
御
門
前
Ｎ

Ｔ
Ｔ
用
地
、
左
図
参
照
）

面
積

約
３
５
０
０
㎡

対
象

市
ま
た
は
教
育
委
員
会
が
主

催
・
共
催
・
後
援
す
る
催
し
物

使
用
料

無
料

申
請
方
法

申
請
書
（
同
課
に
あ
り
ま

す
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
同
課
へ

三
重
県
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
メ

ー
ル
で
地
震
・
津
波
・
台
風
な
ど
の
防

災
情
報
を
即
時
に
提
供
す
る
「
防
災
み

え.jp

」
を
運
用
し
て
い
ま
す
。

防
災
の
基
本
は
、
自
分
の
身
は
自
分

で
守
る
こ
と
で
す
。

外
出
先
な
ど
で
、
周
り
に
テ
レ
ビ
や

ラ
ジ
オ
が
な
い
と
き
で
も
災
害
は
や
っ

て
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
と
き
の
た
め

に
、情
報
入
手
方
法
の
一
つ
と
し
て
、携

帯
電
話
に
メ
ー
ル
配
信
さ
れ
る
「
防
災

み
え.jp

」
へ
登
録
し
、
積
極
的
に
防
災

情
報
を
入
手
し
ま
し
ょ
う
！

メ
ー
ル
配
信
の
登
録
方
法

ア
ド
レ
スa

@
b
o
sa
im
ie
.jp

へ
空
メ

ー
ル
を
送
信
す
る
と
、
登
録
用
メ
ー
ル

が
届
き
ま
す
の
で
、
そ
の
メ
ー
ル
の
本

文
に
記
載
さ
れ
て
い
る
ア
ド
レ
ス
を
ク

リ
ッ
ク
し
、
配
信
を
希
望
す
る
情
報
を

登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

選
挙
の
際
、
身
体
に
重
度
の
障
が
い

が
あ
る
た
め
、
投
票
所
へ
行
く
こ
と
が

困
難
な
人
は
、
郵
便
で
投
票
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

郵
便
投
票
が
で
き
る
の
は
、
身
体
障

害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
で

一
定
の
条
件
を
満
た
す
人
、
ま
た
は
、

介
護
保
険
制
度
で
「
要
介
護
５
」
の
認

定
を
受
け
て
い
る
人
な
ど
で
、
自
分
で

文
字
が
書
け
る
人
で
す
。

た
だ
し
、
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
の

交
付
を
受
け
て
い
る
人
で
、
文
字
が
書

け
な
い
と
認
め
ら
れ
る
人
な
ど
は
、
申

請
に
よ
り
代
理
記
載
に
よ
る
郵
便
投
票

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

郵
便
投
票
を
行
う
に
は
手
続
き
が
必

要
で
す
。
手
続
き
は
代
理
人
で
も
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
希
望
す
る
人

は
、
早
め
に
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。経

済
的
な
理
由
な
ど
で
国
民
年
金
保

険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
、
申
請
を

し
て
承
認
さ
れ
る
と
、
免
除
ま
た
は
納

付
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
学
生
以
外
の
20
歳
代
の
人
に

は
、
「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」
が
あ

り
ま
す
。（
任
意
加
入
の
人
は
対
象
外
）

こ
の
制
度
に
よ
り
、
申
請
者
な
ど
の

前
年
の
所
得
金
額
が
一
定
以
下
の
場

合
、
そ
の
金
額
に
応
じ
て
、
申
請
年
度

の
保
険
料
（
全
額
ま
た
は
一
部
）
が
免

除
ま
た
は
納
付
猶
予
さ
れ
ま
す
。

一
部
納
付
（
４
分
の
１
・
半
額
・
４

分
の
３
）
が
承
認
さ
れ
た
場
合
、
承
認

後
に
送
付
さ
れ
る
納
付
書
に
従
っ
て
、

保
険
料
を
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の

一
部
納
付
分
の
保
険
料
が
未
納
の
場
合

は
、
保
険
料
未
納
期
間
と
同
じ
扱
い
に

な
り
ま
す
。

な
お
、
免
除
申
請
を
し
た
際
に
継
続

免
除
を
希
望
し
な
か
っ
た
人
や
、
退
職

に
よ
る
特
例
な
ど
で
免
除
申
請
を
し
た

人
が
、
引
き
続
き
免
除
を
希
望
す
る
場

合
は
、
毎
年
申
請
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

申
請
方
法

年
金
手
帳
・
印
鑑
を
持
参

し
、
同
課
・
各
総
合
支
所
生
活
環
境

課
・
各
支
所
へ

Ｎ
Ｔ
Ｔ
用
地
が
使
用
で
き
ま
す

観
光
企
画
課
（
1
@1
５
５
６
５
）

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
制
度

医
療
保
険
課
国
民
年
金
係
（
1
@1
５
５
５
４
）

全額免除 

４分の１ 
納　　付 

半額納付 

４分の３ 
納　　付 

若 年 者  
納付猶予 

所得審査の 
対象者 

申請者本人 

配偶者 

世帯主 

申請者本人 
配偶者 

老齢年金の 
受給資格の計算に 

算入される 

老齢基礎年金額の 
計算に 

免除期間の 
３分の１が反映 

免除期間の 
２分の１が反映 

免除期間の 
３分の２が反映 

免除期間の 
６分の５が反映 

反映されない 
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勢田川

BOD

（mg／R）

測定地点

平成19年
５月結果 2.5 5.3 6.7 4.2

2.3 3.1 6.7 1.8

姫之橋 北新橋 勢田大橋 一色大橋

3.2 10.1 6.7 2.6

平成18年
５月結果
平成18年度
平均

環境基準 5mg／R以下（勢田大橋）
（５月29日　三重県環境保全事業団　分析）

環境課（1@15542）■勢田川水質調査結果

ケーブルテレビ番組案内 ケーブルテレビ番組案内 
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※放送時間や内容は、変更することがあります。ご了承ください。 

伊勢市行政チャンネル番組表 

アナログ10チャンネル・21チャンネル 

伊勢市テレビ広報「みて きいて 伊勢」 

市議会放送 

アナログ8チャンネル・デジタル701チャンネル 

広報広聴課（1@15515） ㈱アイティービー（1フリーコール0120・270・089） 

アイティービーコミュニティチャンネル番組表 

・伊勢湾海上アクセス 

放送時間：午前6時・9時、正午、午後3時・6時・9時～ 

■特集（7月） 

　（放送日：7/16～31） 
■伊勢の文化探訪「ええとこ知っとこ」 

　（放送日時：7/20～22、午後8時～9時30分） 

■第55回伊勢神宮奉納全国花火大会 

・勢田川七夕大そうじ　 
・二見イベント案内 
・お木曳（川曳）　 
・このごみ、何ごみ？ 
・参議院議員選挙　 
・お木曳（川曳） 
・健康文化都市啓発事業（アルコール） 
・参議院議員選挙 
・防災資機材の取り扱い 
・健康づくりアドバイザー養成講座 
・このごみ、何ごみ？ 

6/25～7/1  
 
7/2～8 
 
7/9～15　 
 
7/16～22 
 
7/23～29 
7/30～8/5

■お知らせ 

※アナログ21チャンネルは、御薗地区のみの放送で、

アナログ10チャンネルと同じ「特集」「お知らせ」など

の行政情報や、お天気情報、防災情報をお伝えします。 

　市議会６月定例会本会議を、会議があった
日の翌日の午後２時と午後７時から放送します。 
※１回の放送時間が５時間以上となる場合
は、２回目の放送開始時刻が変更になります。 

※上表の2時間分の番組を繰り返し放送します。 

※iTVニュースは、日曜日～金曜日の毎日午後７時に更新し

ます。土曜日・午後7時からは、ニュースの週間ダイジェスト

を放送します。 

■市民活動ニュース「おいないパルティ」 

放送時間：午前6時～翌日午前2時 

ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量）
河川の汚濁物質（有機物）による汚れの指標で、数値が大きい
ほど汚れていることを示します。
水中の汚濁物質が微生物によって分解されるときに消費される
酸素の量を「ミリグラム／リットル」で表したものです。

「広報いせ」６月号９ページに掲載しました表

「水質検査結果（平成18年度平均）」の「項目」と

「水質基準値」に誤りがありましたので、お詫び

して訂正します。

お詫びと訂正 上水道課水源係（1@33360）

正 誤

 

 

塩化物イオン 

有機物(TOC)

硝酸態窒素および 

亜硝酸態窒素 

項目 

10mg／r以下 
 

200mg／r以下 

5mg／r以下 

水質基準値 

 

 

塩化物イオン 

有機物など 

硝酸態窒素および 

亜硝酸態窒素 

項目 

10個／p以下 
 

200個／p以下 

10個／p以下 

水質基準値 
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7月の無料相談
種 別

婦　人

母　子

家庭児童

乳幼児

家庭教育

教　育

カウンセリング

青少年

相談日など

と　き 月曜日～金曜日

午前９時～午後４時

ところ 生活支援課（1@15556）

と　き 月曜日～金曜日

午前９時～午後５時15分

ところ こども課（1@15561）

と　き 月曜日～金曜日

午前９時～午後５時15分

ところ こども課（1@15561）

と　き 月曜日～金曜日

午前９時～午後４時

ところ 大世古保育所（1@53676）

と　き 月曜日～金曜日

午前８時30分～午後５時15分

ところ 家庭教育相談室「スマイルいせ」

（小俣総合支所・2階）（1@27887）

と　き 月曜日～金曜日

午前８時30分～午後５時15分

ところ 教育研究所（小俣総合支所・３階）

（1@27867）

と　き 毎週水曜日・木曜日

午後１時～５時15分

ところ 教育研究所（小俣総合支所・３階）

（1@27867）

と　き 月曜日～金曜日

午前８時30分～午後５時15分

ところ 青少年相談センター

（小俣総合支所・2階）（1@27894）

就　職

と　き 毎週火曜日（７月31日を除く）

午前10時～午後４時

ところ サンライフ伊勢

対　象 市内に在住または通勤している

35歳以下の人またはその保護

者、学校の進路担当教諭

定　員 1日につき5人まで（先着順）

申し込み おしごと広場みえ（1津059ー
222ー3309）または、商工労

政課（1@15568）へ電話

種 別

障がい者・
障がい児

心配ごと

相談日など

と　き 月曜日～金曜日

午前９時30分～午後６時

土曜日・日曜日・祝日

午前９時30分～午後４時30分
※土曜日・日曜日・祝日は、

実施しない場合があります。

ところ 障害者相談支援センター「ブレス」

（宮町１丁目５-20）（1@06525）

老　　人
在宅介護

と　き 月曜日～金曜日

午前８時30分～午後５時15分

ところ 地域包括支援センター

（1@15583）

と　き 毎日24時間対応

ところ 各在宅介護支援センター

神路園（1@26012）

双寿園（1@39231）

白百合園（1@71511）

山咲苑（1@62600）

正邦苑（1#81800）

みなと（1#50811）

楽寿苑（1#10050）

二見ふれあいプラザ（1$34423）

小俣（1@71155）

と　き 第１水曜日（７月４日）

午後１時～３時

ところ 小俣保健センター

問い合わせ 社会福祉協議会小俣支所

（1@70509）

と　き 第２水曜日（７月11日）

午後１時～３時

ところ 社会福祉協議会伊勢支所

（福祉健康センター内）

（1@72425）

と　き 第３水曜日（７月18日）

午後１時～３時

ところ 社会福祉協議会御薗支所

（ハートプラザみその内）

（1@26617）

と　き 第４水曜日（７月25日）

午後１時～３時

ところ 社会福祉協議会二見支所

（二見ふれあいプラザ内）

（1$33994）

小・中学生の不
登校・いじめ・
友人関係・学習
など

非行・いじめなど

小・中学生の教育
〈要予約〉

カウンセラーによる

福祉サービスの
利用相談、日常
生活や就労の相
談支援など

中高年齢
者 職 業

と　き 火曜日・日曜日・祝日を除く毎日

午前９時～午後５時

ところ 中高年齢者職業相談室

（サンライフ伊勢内）（1@81267）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）



7月の無料相談
種 別

法　律

交通事故

相談日など

担当弁護士が、
既に相手方の相
談を受けている
場合は、相談を
受けることはで
きません

と　き 毎週月曜日

午後１時30分～３時30分

※７月16日は祝日のため、

７月17日（火）に行います。

ところ 広報広聴課（1@15515）

対　象 市内に住所を有する人

定　員 １日につき８人まで

（定員を超えた場合は抽選）

申し込み 相談日当日の午後１時15分まで

に広報広聴課へ来所

と　き ７月５日（木）

午後１時30分～３時30分

ところ 小俣保健センター

対　象 市内に住所を有する人

定　員 ４人（定員を超えた場合は抽選）

申し込み ６月28日（木）～７月４日（水）に、

社会福祉協議会小俣支所（1@7

0509）へ来所または電話

と　き ７月19日（木）

午後１時30分～３時30分

ところ 社会福祉協議会御薗支所（ハート

プラザみその内）（1@26617）

対　象 市内に住所を有する人

定　員 ４人（定員を超えた場合は抽選）

申し込み ７月12日（木）～18日（水）に、社会

福祉協議会御薗支所へ来所また

は電話

と　き 第３水曜日（７月18日）

午後１時～３時

ところ 広報広聴課（1@15515）

定　員 ４人（先着順）

申し込み 相談日当日の午前8時30分から

広報広聴課へ電話

と　き 月曜日～金曜日

午前９時～午後４時

（受け付けは午後３時30分まで）

ところ 三重県交通事故相談窓口

(三重県栄町庁舎・３階）

（1津059ー228ー7350）

種 別

行　政

登　記

消費生活

相談日など

と　き 第２火曜日（７月10日）

午後１時～４時

（受け付けは午後３時まで）

ところ 広報広聴課（1@15515）

人　権

公　証

と　き 第２木曜日（７月12日）

午後１時～４時

（受け付けは午後３時まで）

ところ 広報広聴課（1@15515）

と　き 毎週火曜日・水曜日・金曜日

午前９時30分～午後４時30分

ところ 津地方法務局伊勢支局

（1@86158）

と　き 第１木曜日（７月５日）

午後１時～４時

（受け付けは午後２時まで）

ところ 広報広聴課（1@15515）

と　き 月曜日～金曜日

午前９時～午後４時

ところ 三重県消費生活センター

（三重県栄町庁舎・３階）

（1津059ー228ー2212）

商工労政課（1@15512）

遺言・契約証明

と　き 第１・３火曜日（７月３日・17日）

午後１時～３時

ところ 広報広聴課（1@15515）

と　き 第２火曜日（７月10日）

午後１時～３時

ところ 二見生涯学習センター

問い合わせ 二見総合支所地域振興課

（1$21111）

と　き 第４火曜日（７月24日）

午後１時～３時

ところ 小俣公民館

問い合わせ 小俣総合支所地域振興課

（1@27858）（ ）

（ ）
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人の動き（５月末現在）

総人口 136,112人（－44人）

世帯数 52,781世帯（＋20世帯）

男性 64,605人（－52人）

女性 71,507人（＋8人）

※外国人登録者を含む。

第二年次お木曳行事「陸曳
お か び き

」
５月４日～６月３日の毎週金曜日・

土曜日・日曜日に行われ、参加した

58奉曳団・約５万人と一日神領民・

約４万２千人により、伊勢のまちは

大いに盛り上がりました。

一日神領民

水揚げからどんでん場へ 縦三本積み

どんでん場 貯木池

内宮棟持柱 外宮棟持柱

曳き込み 初参加の宮沼連合

浜参宮 全国から参加 バリアフリー奉曳 おもてなし広場

御用材の奉曳・おもてなし・交流など、伊勢でのひとときを満喫していました。


